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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
源
氏
物
語
』（
以
下
、『
物
語
』）
の
諸
写
本
に
お
け
る
助
動
詞
ム

ズ
の
出
現
量
を
再
調
査
し
、
併
せ
て
、
そ
の
口
頭
語
性
と
俗
語
性
と
に
つ
い
て

考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

推
量
の
助
動
詞
ム
ズ
は
、『
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
』
本
文
（
以
下
、『
大
成
』）

に
は
次
の
３
例
が
あ
る
。

　
　

○
（
右
近
）「
い
か
で
か
世
に
侍
ら
ん
ず
ら
ん
。」〈
夕
顔
、
一
四
〇
⑪
〉

　
　

○
（
近
江
君
）「
い
つ
か
女
御
殿
に
は
参
り
は
べ
ら
ん
ず
る
。」

〈
常
夏
、
八
四
六
③
〉

　
　

○�

（
浮
舟
の
心
内
）「
さ
す
が
に
、
こ
の
世
に
は
、
あ
り
し
御
さ
ま
を
、
よ

そ
な
が
ら
だ
に
い
つ
か
見
ん
ず
る
。」〈
手
習
、
二
〇
二
五
⑨
〉

　

と
こ
ろ
が
、『
物
語
』
の
諸
写
本
に
は
、
右
の
３
例
以
外
に
も
ム
ズ
が
現
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
物
語
』
の
ム
ズ
に
つ
い
て
、
吉
田
（
一
九
六
二
）
は
『
大

成
』
に
異
同
と
し
て
17
例
あ
る
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
17
例
が
『
物
語
』
の
何

処
の
異
同
を
指
す
の
か
は
示
し
て
い
な
い
。『
物
語
』
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る

ム
ズ
の
所
在
に
つ
い
て
の
調
査
は
渡
辺
（
一
九
七
三
）・
五
島
（
一
九
八
〇
）

が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
以
降
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ム
ズ
は
中
古
（
平
安

時
代
）
の
口
頭
語
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
吉
田
（
一
九
六
二
）
に
お
い
て
も
『
物

語
』
の
17
例
の
ム
ズ
は
会
話
文
と
心
内
文
に
現
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
右
に
挙

げ
た
『
大
成
』
の
３
例
は
そ
れ
に
合
致
し
て
い
る
が
、
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム

ズ
は
、
会
話
文
・
心
内
文
以
外
に
も
現
れ
る
。
さ
ら
に
、
ム
ズ
は
俗
語
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
も
俗
語
で
あ
る
と
言
い

得
る
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
右
に
挙

げ
た
３
例
は
、
発
話
者
に
貴
族
的
な
教
養
の
欠
落
や
社
会
的
地
位
の
低
さ
な
ど

が
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
、ム
ズ
が
俗
語
で
あ
る
と
言
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
諸
写
本
に
現
れ
る
ム
ズ
に
お
け
る
会
話
文
の
発
話
者
は
帝
や
源
氏
の

場
合
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、『
物
語
』
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
助
動
詞
ム
ズ
に
つ
い

て
再
調
査
し
、『
物
語
』
の
ど
の
箇
所
に
ム
ズ
が
異
同
と
し
て
現
れ
る
の
か
を

報
告
す
る
。
併
せ
て
、
口
頭
語
（
話
し
こ
と
ば
）
の
性
質
が
見
出
さ
れ
、
そ
の

発
話
者
や
発
話
内
容
に
卑
俗
的
な
性
質
が
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
ム
ズ
へ
の
異

同
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

用
例
は
『
大
成
』
本
文
を
私
に
表
記
を
改
め
て
示
す
。
写
本
の
用
例
は
可
能

な
限
り
原
本
に
あ
た
っ
て
用
例
を
確
認
し
、
見
せ
消
ち
等
に
つ
い
て
原
本
の
元

の
状
態
が
わ
か
る
よ
う
に
し
つ
つ
現
行
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
示
す
。
原
本
に

あ
た
っ
て
の
確
認
の
と
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
示
す
。

（

）

『
言
語
の
研
究
』
五
号

二
〇
一
九
年
七
月

『
源
氏
物
語
』
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
助
動
詞
ム
ズ

　
　
　
　
　

竹
　
部
　
歩
　
美
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一
．
先
行
研
究
と
本
稿
の
課
題

　

ム
ズ
は
、
推
量
の
助
動
詞
ム
＋
格
助
詞
ト
＋
サ
変
動
詞
ス
か
ら
成
る
ム
ト
ス

か
ら
転
じ
て
中
古
中
期
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
ム
ズ
と
ム
ト
ス
の

活
用
形
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
述
べ
る
）。
た
だ
し
、
ム
ト
ス
か
ら
ム
ズ
は
成

り
得
な
い
と
も
さ
れ
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る（

（
（

。

　
『
物
語
』
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、『
大
成
』

に
示
さ
れ
た
異
同
に
拠
る
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
（
一
九
六
二
）
は
「
異

本
に
お
け
る
「
む
ず
」
を
拾
い
集
め
て
み
て
も
僅
か
十
七
例
に
す
ぎ
な
い
」
と

し
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
箇
所
の
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
は
い
な
い
。
渡
辺

（
一
九
七
三
）
は
、『
大
成
』
に
ム
ト
ス
と
あ
る
29
箇
所
と
そ
れ
以
外
の
６
箇

所
に
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
と
し
て
、『
大
成
』
で
異
同
の
あ
る
箇
所
を
示
し
、

同
時
に
、「
源
氏
古
写
本
で
は
、
青
表
紙
本
一
七
、
河
内
本
三
〇
、
別
本
四
三
」

あ
る
と
し
て
い
る（

（
（

。
五
島
（
一
九
八
〇
）
は
、『
大
成
』
が
ム
ト
ス
と
す
る
と

こ
ろ
に
「
ム
ズ
の
異
文
を
有
す
る
例
は
、
二
八
例
」
あ
る
と
し
、
ま
た
、
ム
ト

ス
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
も
ム
ズ
へ
の
異
同
が
「
若
干
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

吉
田
（
一
九
六
二
）
は
、
ム
ズ
は
ム
ト
ス
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

ム
ト
ス
と
ム
ズ
の
用
例
数
と
文
章
中
で
の
出
現
位
置
（
地
の
文
・
会
話
文
・
心

内
文
）
に
つ
い
て
調
査
し
、
地
の
文
に
ム
ズ
が
現
れ
る
の
は
『
今
昔
物
語
集
』

（
十
二
世
紀
頃
）
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
ム
ズ
は
会
話
文
と
心
内
文
に
現

れ
る
傾
向
が
顕
著
で
地
の
文
に
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
中
世
に
な
る
と

ム
ズ
の
用
例
数
が
増
加
し
、
ま
た
、
地
の
文
の
用
例
数
も
増
加
す
る
こ
と
を
示

し
た
。
五
島
（
一
九
八
〇
）
も
、
ム
ズ
へ
の
異
同
は
地
の
文
に
は
な
い
と
報
告

し
て
い
る
。
な
お
、
中
世
で
は
ム
ズ
は
文
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ウ
ズ
が
口
語

と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』三
省
堂
）。

ム
ズ
が
話
題
と
な
る
と
き
、『
枕
草
子
』
一
九
五
段（

（
（

の
「
何
事
を
言
ひ
て
も
、「
そ

の
こ
と
さ
せ
ん
と
す
」「
い
は
ん
と
す
」「
な
に
と
せ
ん
と
す
」
と
い
ふ
と
文
字

を
失
ひ
て
、
た
だ
「
い
は
む
ず
る
」「
里
へ
い
で
ん
ず
る
」
な
ど
い
へ
ば
、
や

が
て
い
と
わ
ろ
し
。
ま
い
て
文
に
か
い
て
は
い
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。」
の
記

述
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
述
は
、
中
古
で
は
ム
ズ
は
話
し
こ
と
ば
で

あ
っ
て
、
書
き
こ
と
ば
と
し
て
は
不
適
切
な
俗
語
で
あ
っ
た
と
い
う
当
時
の
言

語
意
識
を
示
す
と
さ
れ
る
（
山
口
・
秋
本
編
二
〇
〇
一（

（
（

）。
ム
ズ
の
俗
語
性
に

関
し
て
、
五
島
（
一
九
八
〇
）
は
、『
物
語
』
で
異
同
と
し
て
ム
ズ
が
現
れ
る

と
こ
ろ
に
「
性
差
・
身
分
差
な
ど
の
偏
り
」
は
な
い
と
し
、
偏
り
が
な
い
の
は

書
写
者
に
よ
っ
て
「
ム
ト
ス
が
ム
ズ
に
か
え
ら
れ
た
」
た
め
で
あ
る
と
し
な
が

ら
、
個
々
の
写
本
に
お
け
る
ム
ズ
の
出
現
量
が
少
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

写
本
が
書
写
さ
れ
た
中
世
以
降
も
ム
ズ
は
「
口
語
・
俗
語
と
し
て
の
色
合
い
が

強
く
」、
書
写
者
た
ち
は
「
そ
れ
を
好
ま
し
く
思
わ
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、
中
世
の
ム
ズ
（
ウ
ズ
）
の
俗
語
性
に
つ
い
て
言

及
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ム
ズ
の
語
義
に
つ
い
て
、此
島（
一
九
七
三
）や
山
口
・
秋
本
編（

（
（

（
二
〇
〇
一
）

で
は
ム
ズ
は
ム
と
ほ
ぼ
同
義
だ
が
ム
に
比
し
て
強
調
の
意
が
強
い
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
か
、「
意
味
の
上
で
は
「
べ
し
」
と
の
類
似
性
を
持
つ
」（『
日

本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』小
学
館
）と
も
言
わ
れ
る
。松
村
編（

（
（

（
一
九
七
一
）も
、

ま
た
、
ム
ズ
は
ム
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
し
、
ム
ズ
の
「
用
法
は
ほ
と
ん
ど
推

量
の
用
法
に
含
ま
れ
る
」
と
い
う
。
関
（
一
九
九
〇
）
は
、
成
立
当
初
頃
の
ム

ズ
は
意
志
を
表
す
と
し
、
ム
ズ
の
原
形
で
あ
る
ム
ト
ス
は
そ
の
人
物
の
意
志
に

基
づ
い
て
具
体
的
な
動
作
を
行
う
こ
と
を
表
す
と
い
う
。
そ
し
て
、
ム
ズ
と
ム

ト
ス
は
平
安
時
代
後
期
に
同
義
に
近
付
く
と
い
う
。
鎌
倉
（
一
九
九
三
）
は
、

ム
ズ
は
活
用
形
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
り
、
連
体
形
ム
ズ
ル
は
推
量
の
助
動
詞
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で
あ
る
が
、
終
止
形
ム
ズ
に
は
意
志
や
推
量
の
意
を
確
信
を
も
っ
て
念
押
し
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
ム
ト
ス
は
ム
に
上
接
す
る
語
で
示
さ
れ
る
事

態
を
行
う
意
で
あ
る
と
す
る
。

　

ム
ズ
が
口
頭
語
で
あ
る
と
い
う
観
点
、あ
る
い
は
、ム
ズ
と
ム
ト
ス
や
推
量
・

推
定
の
助
動
詞
と
の
意
味
の
相
違
の
観
点
、
写
本
間
の
異
同
の
多
少
な
ど
の
観

点
か
ら
、
五
島
（
一
九
八
〇
）
は
『
物
語
』
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
に
つ
い
て
、

本
文
中
に
ム
ズ
と
あ
る
こ
と
の
良
し
悪
し
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ム
ズ
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
の

調
査
を
改
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

第
一
に
、
諸
写
本
に
異
同
と
し
て
ム
ズ
が
現
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
再
調
査

が
必
要
で
あ
る
。
吉
田
（
一
九
六
二
）、
渡
辺
（
一
九
七
三
）、
五
島
（
一
九
八
〇
）

の
調
査
は『
大
成
』の
異
同
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』

（
以
下
、『
別
本
集
成
』）
や
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』（
以
下
『
集
成
続
』）

等
に
拠
っ
て
調
査
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所
に
も
ム

ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
箇
所
の
あ
る
こ
と
が
判
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
ム
ズ
へ

の
異
同
は
ム
ト
ス
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
ム
ト
ス
以
外
の
と
こ
ろ
に
も
見
ら
れ

る
た
め
で
あ
る

　

第
二
に
、
第
一
の
再
調
査
に
伴
っ
て
、
文
章
中
で
の
出
現
位
置
に
つ
い
て
の

再
調
査
が
必
要
と
な
る
。
吉
田
（
一
九
六
二
）
が
『
物
語
』
の
ム
ズ
は
会
話
文

と
心
内
文
に
現
れ
る
と
し
た
が
、
異
同
と
し
て
見
ら
れ
る
ム
ズ
は
、
こ
れ
以
外

の
と
こ
ろ
に
も
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
ム
ズ
の
口
頭
語
性
と
俗
語
性
に
関
し
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
は
ム
や
ベ
シ
や
ム
ト
ス
と
の
意
味
の
相
違
や
推
量
の
意
味
の

強
弱
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
た
り
、
当
該
箇
所
に
ム
ズ
が
現
れ
る
こ
と
を
め

ぐ
っ
て
本
文
批
判
が
な
さ
れ
た
り
は
し
て
い
る
も
の
の
、
口
頭
語
・
俗
語
の
観

点
か
ら
は
十
分
な
考
察
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に

『
物
語
』
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
は
会
話
文
と
心
内
文
以
外
に
も
現
れ
る

の
で
、
ム
ズ
の
口
頭
語
性
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ム
ズ
が

現
れ
る
会
話
文
や
心
内
文
の
発
話
者
は
、
社
会
的
地
位
の
高
い
者
で
あ
る
場
合

も
低
い
者
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、「
性
差
・
身
分
差
な
ど
の
偏
り
」
は
な
い
と

の
五
島
（
一
九
八
〇
）
の
指
摘
を
う
け
る
と
、
ム
ズ
の
俗
語
性
は
発
話
者
の
位

相
以
外
の
点
に
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
第
一
の
課
題
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
第
二
・
第
三
の
課
題
の
、

三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
察
を
行
う（

（
（

。

二
．
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
の
所
在

　

ま
ず
、『
物
語
』
の
諸
写
本
の
中
で
の
ム
ズ
の
出
現
量
と
そ
の
所
在
箇
所
に

つ
い
て
述
べ
る
。『
大
成
』
の
異
同
、『
別
本
集
成
』、『
集
成
続
』、
加
藤

（
二
〇
〇
一
）、田
島（
一
九
九
四
）、渡
辺（
一
九
七
三
）と
、吉
沢（

（
（

（
一
九
五
二
）

に
拠
る
調
査
、
お
よ
び
、
こ
れ
に
い
く
つ
か
の
写
本（

（
（

の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の

結
果
を
ま
と
め
た
の
が
、
本
稿
末
尾
に
付
す
【
表
１
】
で
あ
る
。

　
【
表
１
】
の
横
軸
に
連
番
を
付
す
（
以
後
、
ム
ズ
の
用
例
を
挙
げ
る
際
は
こ

の
連
番
を
○
で
括
っ
た
も
の
を
用
例
番
号
と
し
て
示
す
）。
連
番
の
数
字
の
み

を
（　

）
で
括
っ
て
あ
る
の
が
、
本
稿
の
再
調
査
で
新
た
に
写
本
中
に
ム
ズ
の

用
例
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
横
軸
に
あ
る
「
大
成

本
文
」
と
は
、
諸
写
本
に
ム
ズ
が
現
れ
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
『
大
成
』
の
文

言
で
あ
る
。

　
【
表
１
】
の
縦
軸
に
は
、
本
稿
が
私
に
付
し
た
写
本
の
仮
の
略
称
を
五
十
音

順
に
配
列
し
て
あ
る（
（1
（

。
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例
④
）
の
よ
う
に
、
本
文
中
の
ム
ト
ス
の
ト
を
見
せ
消
ち
と
し
、
本
文
を
ム
ズ

と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

○
い
か
に
の
給
は
む
◦と

す
ら
む
と
〈
大
島
本
、
末
摘
花
、
三
七
ウ
⑧
〉

　
　

○
い
つ
か
は
み
ん
◦と
イ

す
る
と
思
ふ

〈
三
条
西
家
（
日
大
）
本
、
手
習
、
五
四
ウ
⑤
〉

　
　

○
と
を
く
ゝ
た
り
な
ん
と
す
る
を（
（1
（

〈
蓬
左
文
庫
・
北
条
実
時
奥
書
本
、
夕
顔
、
四
二
ウ
⑦
〉

　

さ
て
、
ま
ず
、
ム
ズ
は
、
す
で
に
築
島
（
一
九
七
四
）
に
も
指
摘
が
あ
る
よ

う
に
、
平
安
時
代
末
期
に
成
っ
た
と
目
さ
れ
て
い
る
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』

の
詞
書
に
は
用
例
が
な
い
。
よ
っ
て
、
ム
ズ
は
、
鎌
倉
期
以
降
の
諸
写
本
に
、

異
同
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

　

次
に
、【
表
１
】
か
ら
以
下
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
一
つ
の
箇
所
を
す
べ
て
の
写
本
が
ム
ズ
と
す
る
例
は
皆
無
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
に
挙
げ
た
『
大
成
』
に
見
ら
れ
る
３
例
の
ム
ズ
（
用
例
③
・

㉑
・
�
）
に
つ
い
て
、
築
島
（
一
九
七
四
）
は
、
そ
の
３
例
に
は
い
ず
れ
に
も

異
同
が
あ
る
と
し
た
が
、
こ
の
３
例
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
ム
ズ
の
用
例
に

は
異
同
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ム
ズ
の
現
れ
る
写
本
は
、
渡
辺
（
一
九
七
三
）
の
指
摘
す
る
よ
う

に
、
青
表
紙
本
系
の
写
本
よ
り
も
、
河
内
本
系
・
別
本
系
の
も
の
に
出
現
量
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
青
表
紙
本
系
に
38
、
河
内
本
系
に
62
、
別
本
系
に
65
見
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
吉
田
（
一
九
六
二
）・
渡
辺
（
一
九
七
三
）・
五
島
（
一
九
八
〇
）

が
『
大
成
』
に
拠
る
調
査
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
稿
は
『
大
成
』
の
ほ
か
、

河
内
本
（
加
藤
二
〇
〇
一
に
拠
る
）
と
別
本
（『
別
本
集
成
』・『
集
成
続
』
に

拠
る
）
の
調
査
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
河
内
本
と
別
本
の
用
例
が
多

く
な
る
の
は
当
然
で
は
あ
る
。

　

表
中
に
は
、
諸
写
本
中
に
異
同
と
し
て
ム
ズ
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
写
本
の

系
統
の
略
称
（
青
＝
青
表
紙
本
・
河
＝
河
内
本
・
別
＝
別
本
）
を
付
し
て
あ

る（
（1
（

。
古
註
釈
書
で
あ
る
『
湖
月
抄
』
に
は
「
○
」
の
み
を
付
し
た
。
表
中
の
「
－
」

は
欠
巻
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
（1
（

。

　

表
中
の
空
欄
は
、
そ
の
写
本
の
当
該
箇
所
に
は
ム
ズ
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
用
例
⑧
は
、『
大
成
』
に
ム
ト
ス
（
お
ひ
や
ら
む

と
す
ら
む
と
そ
き
わ
つ
ら
ひ
）
と
あ
り
、
諸
写
本
の
多
く
に
も
当
該
箇
所
ム
ト

ス
と
あ
り
、
陽
明
本
は
ム
（
お
ひ
や
ら
ん
と
そ
き
わ
つ
ら
ひ
）
と
あ
る
が
、
当

該
箇
所
を
ム
ズ
と
す
る
の
は
御
物
本
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
用
例
②
は
『
大
成
』
に
ベ
シ
（
は
ふ
れ
ぬ
べ
き
）
と
あ
り
、
諸
写
本
の
多

く
に
も
当
該
箇
所
に
は
ベ
シ
と
あ
り
、
陽
明
本
に
は
ム
ト
ス
（
は
ふ
れ
な
ん
と

す
）
と
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
七
毫
源
氏
・
高
松
宮
家
本
・
中
京
大
河
内
本
・
天

理
河
内
本
・
尾
州
家
本
・
蓬
左
文
庫
実
時
本
・
鳳
来
寺
本
の
七
本
が
ム
ズ
（
例
・

は
ふ
れ
な
む
す
る〈
高
松
宮
家
本
〉）と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

用
例
㉑
は
、『
大
成
』
に
ム
ズ
（
ま
い
り
侍
ら
ん
す
る
と
）
と
あ
り
、
河
内
本

の
諸
写
本
に
は
ベ
カ
ラ
ム
（
ま
い
り
侍
へ
か
ら
ん
と
）
と
あ
り
、
保
坂
本
に
は

ム
（
ま
い
り
侍
ら
ん
と
）
と
あ
る
な
か
で
、
ム
ズ
と
す
る
青
表
紙
本
・
別
本
の

諸
写
本
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

表
中
の
「
と
補
」
と
は
、
本
文
に
ム
ズ
と
あ
る
と
こ
ろ
の
左
右
に
「
と
」
が

補
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
（1
（

。
例
え
ば
、
次
に
挙
げ
る
大
島
本
（
用
例

⑦
）
で
は
、
ト
が
右
側
に
補
わ
れ
て
い
る
。
表
中
の
「
と
イ
」
と
は
、
本
文
に

ム
ズ
と
あ
る
と
こ
ろ
の
左
右
に
「
と
イ
」
の
記
述
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の

三
条
西
家
（
日
大
）
本
（
用
例
�
）
で
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
本
文
の
右
側
に

「
と
イ
」
と
あ
っ
て
、
当
該
箇
所
を
ム
ズ
で
は
な
く
ム
ト
ス
と
す
る
異
本
の
あ

る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
と
見
消
」と
は
、次
に
挙
げ
る
蓬
左
文
庫
実
時
本（
用
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第
三
に
、【
表
１
】
で
連
番
に
（　

）
を
付
し
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
吉

田
（
一
九
六
二
）・
渡
辺
（
一
九
七
三
）・
五
島
（
一
九
八
〇
）
が
指
摘
し
た
と

こ
ろ
以
外
に
も
異
同
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。【
表
１
】
の
と
お
り
、『
物
語
』
の

53
箇
所
に
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
。
な
お
、
そ
の
53
箇
所
の
、『
大
成
』
本
文

の
あ
り
よ
う
は
、
ム
ズ
３
例
、
ム
ト
ス
35
例
、
ム
ズ
・
ム
ト
ス
以
外
15
例
で
あ

る
。

　

第
四
に
、ム
ズ
へ
の
異
同
は
会
話
文
・
心
内
文
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

吉
田
（
一
九
六
二
）
は
会
話
文
・
心
内
文
に
の
み
ム
ズ
が
見
ら
れ
る
と
し
た
が
、

実
際
に
は
、
会
話
文
・
心
内
文
の
ほ
か
、
地
の
文
・
手
紙
文
・
草
子
地
・
和
歌

に
も
ム
ズ
へ
の
異
同
は
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
次
の
用
例
④
は
地
の
文
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
用
例
⑩
は
手
紙
文
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

④
（
空
蝉
が
夫
と
と
も
に
）
遠
く
（
伊
予
に
）
下
り
な
ど
す
る
を
、

〈
夕
顔
、
一
四
一
⑪
〉

　
　

・
と
を
く
下
な
ん
す
る
を
〈
国
冬
本
（
未
確
認
）〉

　
　

・
と
を
く
く
た
り
な
む
す
る
を
お
も
ふ
も
〈
高
松
宮
家
本
、
五
三
オ
③
〉

　
　

・
と
を
く
く
た
り
な
ん
す
る
を

〈
中
京
大
河
内
本
、
一
―
二
四
七
右
②
〉

　
　

・
と
を
く
く
た
り
な
ん
す
る
を
〈
天
理
河
内
本
（
未
確
認
）〉

　
　

・
と
を
く
た
り
な
ん
と
す
る
を（
（1
（

〈
尾
州
家
河
内
本
、
四
四
ウ
⑦
〉

　
　

・
と
を
く
ゝ
た
り
な
ん
と
す
る
を（
（1
（

〈
蓬
左
文
庫
北
条
実
時
奥
書
本
、
四
二
ウ
⑦
〉

　
　

・
と
を
◦く

く
た
り
な
む
す
る
を
〈
穂
久
邇
文
庫
本
、
五
九
ウ
⑤
〉

　
　

⑩�

宮
の
御
前
に
御
消
息
聞
こ
え
た
ま
へ
り
。（
源
氏
）「
院
に
お
ぼ
つ
か
な

が
り
の
た
ま
は
す
る
に
よ
り
、
今
日
な
む
参
り
は
べ
る
。」

〈
葵
、
三
一
四
⑨
〉

　
　

・
ゐ
ん
に
お
ほ
つ
か
な
か
り
た
ま
は
ん
す
る
よ
り〈

御
物
本
、
四
九
オ
⑩
〉

三
．
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
箇
所

　

前
節
に
見
た
よ
う
に
、
異
同
と
し
て
の
ム
ズ
は
、『
大
成
』
に
ム
ト
ス
と
あ

る
と
こ
ろ
に
多
数
―
―
異
同
の
見
ら
れ
る
53
箇
所
中
35
箇
所
に
現
れ
る
。
一
般

的
に
は
ム
ズ
は
ム
ト
ス
か
ら
生
じ
た
と
さ
れ
る
一
方
で
、
ム
ト
ス
か
ら
ム
ズ
は

生
じ
得
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　

下
の
【
表
２
】
は
、『
大
成
』
の
53
箇
所
に
異

同
と
し
て
見
ら
れ
る
ム
ズ
の
活
用
形
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。『
大
成
』に
は
ム
ト
ス
が
104
例
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
の
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
な
い
69
例
の
活

用
形
に
つ
い
て
も
【
表
２
】
に
併
せ
て
示
し
た
。

　
【
表
２
】
の
と
お
り
、
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム

ズ
の
活
用
形
は
、
終
止
形
（
ム
ズ
）
と
連
体
形
（
ム

ズ
ル
）
の
２
形
で
あ
る
。
ま
た
、
異
同
と
し
て
の

ム
ズ
は
、
ム
ト
ス
が
終
止
形
（
ム
ト
ス
）
の
場
合

は
終
止
形
（
ム
ズ
）、
連
体
形
（
ム
ト
ス
ル
）
の

と
き
は
連
体
形
（
ム
ズ
ル
）
で
現
れ
、
活
用
形
の

異
同
は
な
い
。
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
ム
ト
ス
35

例
に
注
目
す
る
と
、
ム
ズ
へ
の
異
同
が
見
ら
れ
る

の
は
、
ム
ト
に
ス
（
サ
行
ウ
段
音
）
が
続
く
場
合

に
の
み
で
あ
り
、
ム
ト
に
シ
（
サ
行
イ
段
音
）
が

続
く
場
合
に
は
異
同
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
指
摘

ムトス（104例） ムトス以外 『大成』に
ムズとある
３例

ムズへの異同
なし69例 あり35例 あり15例

終止形 26 20 3 1
連体形 37 15 12 2
已然形 6 0 0 0

【表２】活用形ごとの用例数
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で
き
る
。
た
だ
し
、
已
然
形
ム
ト
ス
レ
の
用
例
は
あ
る
も
の
の
異
同
と
し
て
の

已
然
形
ム
ズ
レ
は
見
ら
れ
な
い（
（1
（

。
な
お
、
あ
る
一
つ
の
箇
所
に
複
数
の
写
本
が

ム
ズ
と
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
に
、
写
本
ご
と
で
活
用
形
が
異
な
る

例
は
な
い
。
例
え
ば
、
前
節
に
挙
げ
た
用
例
④
に
お
い
て
、
諸
写
本
の
ム
ズ
の

活
用
形
が
す
べ
て
連
体
形
ム
ズ
ル
で
あ
る
よ
う
に
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ム
ト
ス
以
外
の
と
こ
ろ
に
ム
ズ
が
異
同
と
し
て
現
れ
る
15
例
に
つ

い
て
、
そ
の
箇
所
の
『
大
成
』
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
そ
の

15
例
の
特
徴
は
、
次
の
４
つ
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、『
大
成
』
に
は
ム
ト

ス
と
は
な
い
も
の
の
、
諸
写
本
に
は
概
ね
一
致
し
て
ム
ト
ス
と
あ
る
用
例
が
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る（
（1
（

。
第
二
に
、『
大
成
』
に
は
ム
ト
ス
で
は
な
く
推
量
・

推
定
の
助
動
詞
（
ム
・
ベ
シ
）
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、『
大
成
』

に
お
い
て
係
り
結
び
の
結
び
の
省
略
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
ム
ズ
へ
の
異
同

が
あ
り
、
そ
の
省
略
さ
れ
た
結
び
の
語
に
は
推
量
の
助
動
詞
を
補
っ
て
考
え
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
四
は
、
こ
の
三
点
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
の
、『
大
成
』
に
は
ム
ト
ス
と
な
く
、
諸
写
本
に
概
ね
一
致
し

て
ム
ト
ス
と
あ
る
例（
２
例
）に
つ
い
て
で
あ
る
。『
大
成
』以
外
の
写
本
で
は
、

次
の
用
例
④
・
⑬
の
当
該
箇
所
を
、ム
ト
ス
と
す
る
の
が
大
勢
で
あ
る
。『
大
成
』

の
異
同
に
拠
れ
ば
、
用
例
④
は
底
本
で
あ
る
大
島
本
以
外
の
す
べ
て
（
青
表
紙

本
〔
横
山
・
榊
原
・
肖
柏
・
三
条
西
・
池
田
〕・
河
内
本
〔
七
毫
・
高
松
宮
・

尾
州
・
大
島
河
内
・
鳳
来
寺
〕・
別
本
〔
陽
明
〕）
に
「
く
だ
り
な
む
（
ん
）
と

す
」
と
あ
り（
（1
（

、
用
例
⑬
も
大
島
本
以
外
の
す
べ
て
（
青
表
紙
本
〔
横
山
・
池
田
・

飯
島
・
肖
柏
・
三
条
西
〕・
河
内
本
〔
七
毫
・
高
松
宮
・
尾
州
・
大
島
河
内
〕・

別
本
〔
陽
明
〕）
に
「
た
い
め
ん
た
ま
は
ら
む
（
ん
）
と
す
ら
ん
」
と
あ
る
。
よ
っ

て
、
用
例
④
・
⑬
は
、
ム
ト
ス
に
対
す
る
ム
ズ
へ
の
異
同
と
し
て
扱
え
る
可
能

性
が
高
い
。
諸
写
本
が
テ
キ
ス
ト
と
し
た
も
の
に
ム
ト
ス
と
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
点
か
ら
も
、
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
へ
の

異
同
は
、
ム
ト
ス
に
対
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　

④�

（
空
蝉
が
夫
と
と
も
に
）
遠
く
（
伊
予
に
）
下
り
な
ど
す
る
を
、
さ
す

が
に
心
細
け
れ
ば
、（
空
蝉
）「（
源
氏
は
私
を
）思
し
忘
れ
ぬ
る
か
。」と
、

…
〈
夕
顔
、
一
四
一
⑫
〉

　
　

・
と
を
◦く

く
た
り
な
む
す
る
を
〈
穂
久
邇
文
庫
本
、
五
九
ウ
⑤
〉

　
　

⑬�

…
（
源
氏
が
頭
中
将
を
）
見
送
り
た
ま
ふ
け
し
き
、
い
と
な
か
な
か
な

り
。（
頭
中
将
）「
い
つ
ま
た
対
面
は
。」
と
申
し
た
ま
ふ
に
、
…

〈
須
磨
、
四
三
四
⑤
〉

　
　

・
又
た
い
め
ん
給
は
ん
す
ら
ん
さ
り
と
も
か
く
て
や
は
と
申
給

〈
御
物
本
、
五
八
オ
④
〉

　

次
に
、
第
二
の
、
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
の
あ
る
こ
と
（
９
例
）
に
つ
い
て

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
次
の
用
例
㊱
・
②
よ
う
に
、
助
動
詞
ム
（
７
例
）・
ベ

シ
（
２
例
）
が
現
れ
る
と
こ
ろ
に
ム
ズ
へ
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で

は
、
ム
ズ
と
助
動
詞
ム
、
ム
ズ
と
助
動
詞
ベ
シ
の
近
似
性
が
説
か
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
（
第
一
節
参
照
）、
こ
の
９
例
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
そ
れ
に
因
る

も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

㊱�

人
召
し
て
、（
薫
）「（
私
は
）
北
の
院
（
＝
匂
宮
邸
）
に
参
ら
む
に
、

こ
と
こ
と
し
か
ら
ぬ
車
さ
し
出
で
さ
せ
よ
。」
と
の
た
ま
へ
ば
、

〈
宿
木
、
一
七
一
三
⑥
〉

　
　

・�
北
の
院
に
ま
い
ら
ん
す
る
に
こ
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
く
る
ま
さ
し
出
さ
せ

よ
〈
阿
里
莫
本
（
未
確
認
）〉

　
　

②�

（
源
氏
）「
か
か
る
道
の
空
に
て
は
ふ
れ
ぬ
べ
き
に
や
あ
ら
ん
、さ
ら
に

え
行
き
着
く
ま
じ
き
心
地
な
ん
す
る
。」
と
の
た
ま
ふ
に
、
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〈
夕
顔
、
一
三
五
④
〉

　
　

・
か
ゝ
る
み
ち
の
そ
ら
に
て
は
ふ
れ
な
ん
す
る
に
や
あ
ら
ん

〈
中
京
大
河
内
本
、
一
―
二
三
四
左
⑥
〉

　

次
に
、
第
三
の
、
結
び
の
結
び
の
省
略
（
１
例
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
次
の
用
例
㉖
の
中
に
《　

》
で
補
足
し
た
よ
う
に
、
省
略
さ
れ
た
結
び
の

語
に
推
量
の
助
動
詞
を
補
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る（
（2
（

。
よ
っ
て
、
用
例
㉖

は
先
の
第
二
の
点
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
い
得
る
。

　
　

㉖�

ま
こ
と
に
、（
承
香
殿
女
御
は
女
三
宮
を
）
心
と
ど
め
て
思
ひ
後
見
む

と
ま
で
は
お
ぼ
さ
ず
も
や
《
あ
ら
む
》
と
ぞ
推
し
量
ら
る
る
か
し
。

〈
若
菜
上
、
一
〇
二
七
⑩
〉

　
　

・�

又
ま
こ
と
に
う
し
ろ
み
ん
な
と
は
心
と
ゝ
め
す
や
物
し
給
は
ん
す
ら
ん

な
と
〈
中
京
大
河
内
本
、
七
―
二
九
五
左
⑦
〉

　

最
後
に
、
第
四
の
、
先
の
三
点
に
該
当
し
な
い
も
の
（
３
例
）
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。次
の
用
例
⑩
は
、こ
の
直
前
に「（
源

氏
が
）
院
へ
参
り
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
用
例
⑩
は
、
源
氏
が
自
邸
か
ら
参
内
し

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
際
に
大
宮
へ
送
っ
た
手
紙
で
あ
る
。
そ
の

消
息
文
の
内
容
を
、「
院
が
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
実
現
し
た
事
態
と
し
て
で

は
な
く
、「
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
写
本
の
書
写
者
は
解
釈
し
、
そ
こ
に
推

量
等
の
意
を
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
用
例
⑳
は
「（
好

き
者
ど
も
の
）
気
を
揉
ま
せ
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
視
点
を

変
え
る
と
「（
好
き
者
ど
も
が
）
気
を
揉
む
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
好
き
者
ど
も
の
心
を
つ
く
さ
す
る
」
と
い
う
事
態
は
発
話
時
で
は
未
実
現
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
示
す
た
め
に
写
本
の
書
写
者
は
推
量
の
助
動
詞
を
要
す
る

と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。用
例
㉗
も
用
例
⑳
と
同
様
で
あ
る
。

用
例
㉗
は
明
石
入
道
が
隠
遁
を
決
心
し
た
場
面
で
あ
り
、
明
石
の
上
が
、
父
に

会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
発
話
時
よ
り
も
先
の
未
来
の
こ

と
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
こ
の
３
例
も
、
ま
た
、
先
の
第
二
の
点
に
類
す
る
も
の
と
し
て
扱
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　

⑩�

宮
の
御
前
に
御
消
息
聞
こ
え
た
ま
へ
り
。（
源
氏
）「
院
に
お
ぼ
つ
か
な

が
り
の
た
ま
は
す
る
に
よ
り
、
今
日
な
む
参
り
は
べ
る
。」

〈
葵
、
三
一
四
⑨
〉

　
　
・
ゐ
ん
に
お
ほ
つ
か
な
か
り
た
ま
は
ん
す
る
よ
り
〈
御
物
本
、
四
九
オ
⑩
〉

　
　

⑳�

（
源
氏
）「（
玉
鬘
の
婿
に
な
ろ
う
と
い
う
）
好
き
者
ど
も
の
心
尽
く
さ

す
る
く
さ
は
ひ
に
て
、（
私
は
玉
鬘
を
）
い
と
い
た
う
も
て
な
さ
む
。」

な
ど
語
ら
ひ
た
ま
へ
ば
、〈
玉
鬘
、
七
四
四
⑨
〉

　
　

・
す
き
も
の
と
も
の
心
つ
く
さ
ん
す
る
く
さ
は
ひ
に
て

〈
保
坂
本
、
五
〇
オ
⑧
〉

　
　

㉗�

（
明
石
の
上
）「（
父
に
）
あ
ひ
見
で
過
ぎ
は
て
ぬ
る
に
こ
そ
は
。」
と
見

た
ま
ふ
に
、
い
み
じ
く
言
ふ
か
ひ
な
し
。　
〈
若
菜
上
、
一
〇
九
八
②
〉

　
　

・
あ
ひ
見
て
す
き
は
て
な
ん
す
る
に
こ
そ
は
と
見
給
に
も

〈
中
京
大
河
内
本
、
七
―
三
七
三
右
⑦
〉

　

こ
の
よ
う
に
、『
大
成
』
に
ム
ト
ス
と
な
い
と
こ
ろ
に
も
異
同
と
し
て
ム
ズ

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
第
一
の
点
は
ム
ト
ス
に
対
し
て
現
れ
る
ム
ズ
へ

の
異
同
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
、
第
二
～
四
の
点
は
助
動
詞
ム
・
ベ
シ
に
対

し
て
現
れ
る
異
同
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ム
ズ
は
、

ム
ト
ス
に
対
し
て
異
同
と
し
て
見
ら
れ
る
か
、推
量
・
推
定
の
助
動
詞
の
あ
る
、

ま
た
は
、
そ
れ
が
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
異
同
と

し
て
見
ら
れ
る
か
の
二
つ
に
概
ね
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
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四
．
ム
ズ
の
文
章
中
で
の
出
現
位
置

　

次
に
、
ム
ズ
の
文
章
中
で
の
出
現
位
置
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

ム
ズ
が
、『
大
成
』
に
ム
ト
ス
と
あ
る
と
こ
ろ
対
し
て
異
同
と
し
て
見
ら
れ

る
箇
所
（
以
下
、
こ
れ
を
Ａ
と
す
る
）
と
、『
大
成
』
に
ム
ト
ス
・
ム
ズ
と
あ

る
と
こ
ろ
以
外
に
対
し
て
見
ら
れ
る
箇
所
（
以
下
、
こ
れ
を
Ｂ
と
す
る
）
と
、

『
大
成
』
に
ム
ズ
と
あ
る
と
こ
ろ
（
以
下
、
こ
れ
を
Ｃ
と
す
る
）
と
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
の
文
・
会
話
文
・
心
内
文
・
草
子
地
・
手
紙
文
・
和
歌
の
い

ず
れ
に
出
現
す
る
か
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
３
】
で
あ
る
。
ま
た
、
ム
ズ
が
ム

ト
ス
に
対
し
て
異
同
と
し
て
現
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
同
の

な
い
ム
ト
ス
に
つ
い
て
も
併
せ
て
【
表
３
】
に
整
理
す
る
。

　
【
表
３
】
か
ら
ま
ず
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
と
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
と
を
比
較
し
た
際
の
顕
著
な
相
違
が
、
地
の
文
で
の
出
現
数
の
多
少
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
は
地
の
文
に
見
ら
れ
る
用
例
が
最
多
で

あ
る
の
に
対
し
、Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
で
は
そ
れ
が

わ
ず
か
で
あ
る
。
殊

に
、
異
同
の
な
い
ム

ト
ス
と
Ａ
と
を
比
較

し
た
と
き
、
Ａ
は
地

の
文
に
は
用
例
が
な

い
と
い
う
点
で
明
確

に
対
立
す
る
。
た
し

か
に
、
Ｂ
の
地
の
文

の
３
例
の
う
ち
１
例

は
、
前
節
に
見
た
、
ム
ト
ス
に
準
ず
る
も
の
（『
大
成
』
は
ム
ト
ス
で
は
な
い

が
諸
写
本
に
は
ム
ト
ス
と
あ
る
例
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
用
例
は
、
先
掲

の
用
例
④
の
１
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
お
い
て
地
の
文
へ
の

出
現
は
３
例
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
地
の
文
に
は
ム
ズ
は
現
れ
に
く
い
と
い

う
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る（
（2
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
ム
ズ
は
会
話
文
と
心
内
文
に
用
例
が
多
く
あ
り
、
そ
の
傾
向

は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
い
ず
れ
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ム
ズ
へ
の
異
同
は
、
草
子
地
・
手
紙
文
・
和
歌
に
も
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
草
子
地
は
、『
物
語
』
の
書
き
手
（
語
り
手（
（2
（

）
の
心
情
の
現
れ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
話
文
・
心
内
文
と
性
質
は
同
等
で
あ
る
。

　

次
に
、
森
野
（
一
九
五
七
）
の
言
う
よ
う
に
「
会
話
文
や
消
息
部
は
し
ば
し

ば
そ
の
言
語
主
体
の
性
格
を
如
実
に
浮
彫
す
る
」も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、

手
紙
文
も
会
話
文
・
心
内
文
と
性
質
は
同
等
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

最
後
に
、
和
歌
に
現
れ
る
ム
ズ
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
和
歌
は
、
口
頭
で
や

り
と
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
⑥
は
、
若
紫
の
祖
母
で
あ
る
尼
宮
が
若
紫

の
将
来
を
不
安
視
し
た
和
歌
を
詠
み
、
そ
れ
に
応
じ
て
女
房
が
次
の
和
歌
を
口

頭
で
詠
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
陽
明
本
の
書
写
者
は
こ
こ
に

会
話
文
と
し
て
の
性
質
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。た
だ
し
、

和
歌
の
一
部
が
ム
ズ
と
な
っ
た
場
合
、
和
歌
と
し
て
は
音
節
数
が
不
足
す
る
の

で
、
特
殊
な
例
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　

⑥�
（
若
紫
の
祖
母
尼
）「
―
和
歌
―
」。
ま
た
居
た
る
大
人
、「
げ
に
。」
と

う
ち
泣
き
て
、（
女
房
の
和
歌
）「
初
草
の
生
ひ
ゆ
く
末
も
知
ら
ぬ
間
に

い
か
で
か
露
の
消
え
ん
と
す
ら
む
。」
と
聞
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、

〈
若
紫
、
一
五
八
③
〉

【表３】文章中での出現位置
ムトスで異同なし（69例）

地 会 心 草 文 歌
37 20 12 0 0 0

Ａ
ムトスで異同あり（35例）

地 会 心 草 文 歌
0 16 17 1 0 1

Ｂ
ムトス・ムズ以外で異同あり（15例）
地 会 心 草 文 歌
3 8 1 1 2 0

Ｃ
『大成』にムズとある（３例）
地 会 心 草 文 歌
0 2 1 0 0 0
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・�

は
つ
く
さ
の
を
ひ
ゆ
く
す
ゑ
も
し
ら
ぬ
ま
に
い
か
て
か
露
の
き
え
ん
す

ら
ん
な
と
い
ふ
程
に
〈
陽
明
本
、
九
オ
⑧
〉

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
異
同
と
し
て
の
ム
ズ
は
、
地
の
文
以
外
の
、
会
話
文
や

心
内
文
に
集
中
し
て
（
53
例
中
の
50
例
）
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
事
実
と
し
て
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
物
語
』
は
、「
言
文
一
致
」（
浅
川
・
竹
部

二
〇
一
四
）
で
あ
り
、
地
の
文
と
会
話
文
と
の
間
に
大
差
は
な
い
と
さ
れ
る
の

は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
巨
大
な
会
話
文
に
内
包
さ
れ
る
特

定
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
登
場
人
物
が
発
す
る
こ
と
ば
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
地

の
文
と
は
区
別
す
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
に
、
ム
ズ
へ
の
異
同
は
集
中
的
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、『
物
語
』
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
異
同
と
し
て
の
ム
ズ
は
、

そ
の
、
登
場
人
物
の
話
し
こ
と
ば
と
い
う
範
囲
内
で
、
口
頭
語
の
性
質
の
あ
る

と
こ
ろ
に
現
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

五
．
ム
ズ
が
現
れ
る
箇
所
の
発
話
者
と
発
話
内
容

　

と
こ
ろ
で
、
ム
ズ
は
口
頭
語
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
同
時
に
、
俗
語
で
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
山
口
・
秋
本
編
二
〇
〇
一（
（2
（

・
高
山
二
〇
一
六
）。

五
．
一
．
発
話
者
の
位
相

　

ム
ズ
が
俗
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
ム
ズ
は
社
会
的
地
位
の
下
位
者
や
無
教
養
な

者
の
み
が
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
、『
大
成
』
に
見
ら
れ
る
３
例
の
ム
ズ
の
発
話
者
（
近
江
君
・
右
近
・
浮
舟
）

は
、
た
し
か
に
、
そ
う
し
た
点
が
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
み
ら
れ
る
箇
所
の
発
話
者
の
社
会
地
位
の
上
下

は
次
に
列
挙
す
る
よ
う
に
様
々
で
あ
り
、
そ
こ
に
顕
著
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。ま
た
、『
大
成
』の
3
例
の
ム
ズ
の
発
話
者
は
い
ず
れ
も
女
性
で
あ
っ

た
が
、
次
の
よ
う
に
男
性
の
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

Ａ
の
ム
ズ
（
35
例
）
の
う
ち
、
草
子
地
の
１
例
を
除
い
た
34
例
の
発
話
者
を
、

性
別
ご
と
に
分
け
、
大
ま
か
に
、
社
会
的
地
位
の
低
い
も
の
か
ら
順
に
列
挙
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る（〔　

〕は
そ
の
人
物
に
関
す
る
補
足
説
明
で
あ
る
）が
、

発
話
者
に
社
会
地
位
の
上
下
に
顕
著
な
相
違
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

［
男
性
］（
計
21
例
）

　
　
　

�

小
君
〔
浮
舟
の
弟
〕（
１
例
）・
横
川
僧
都
の
弟
子
（
１
例
）・
明
石
入

道
（
１
例
）・
宇
治
の
大
徳
（
１
例
）・
玉
鬘
の
子
息
（
１
例
）・
薫
（
４

例
）・
鬚
黒
（
１
例
）・
匂
宮
（
３
例
）・
源
氏
（
５
例
）・
冷
泉
帝
（
１

例
）・
朱
雀
帝
（
２
例
）

　

［
女
性
］（
計
13
例
）

　
　
　

�

女
ば
ら
〔
宇
治
の
大
君
と
中
君
の
女
房
た
ち
〕（
１
例
）・
女
房
（
若
紫

の
祖
母
尼
の
女
房
（
２
例
）・
鬚
黒
邸
の
女
房
（
１
例
）・
兵
部
君
〔
玉

鬘
の
侍
女
〕（
１
例
）・
右
近
〔
宇
治
の
中
君
の
侍
女
〕（
１
例
）・
横
川

僧
都
の
妹
尼
（
２
例
）・
若
紫
の
祖
母
尼
（
１
例
）・
雲
居
雁
（
１
例
）・

浮
舟
（
１
例
）・
中
君
（
２
例
）

　

Ｂ
の
ム
ズ
（
15
例
）
の
う
ち
、
地
の
文
（
３
例
）
と
草
子
地
（
１
例
）
を
除

い
た
、
会
話
文
・
心
内
文
・
手
紙
文
の
11
例
の
発
話
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
も
、
発
話
者
の
貴
賤
に
顕
著
な
相

違
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

［
男
性
］（
計
８
例
）

　
　
　

�

左
近
少
将
と
浮
舟
の
仲
人
の
男
（
１
例
）・
頭
中
将
（
２
例
）・
薫
（
１

例
）・
源
氏
（
４
例
）
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［
女
性
］（
計
３
例
）

　
　
　

�

落
葉
宮
の
女
房
（
１
例
）・
大
納
言
の
君
〔
今
上
帝
の
女
一
宮
の
女
房
〕

（
１
例
）・
明
石
の
上
（
１
例
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ム
ズ
が
俗
語
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
発
話
者
の
位

相
だ
け
に
因
る
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
Ａ
と
Ｂ
の
相
違
に
因
る
も

の
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま

る
。
ム
ズ
へ
の
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
（
69
例
）
の
う
ち
、
会
話
文
と
心
内
文
の

32
例
に
つ
い
て
も
同
様
に
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

［
男
性
］（
計
11
例
）

　
　
　

�

太
宰
少
弐
〔
玉
鬘
の
乳
母
の
夫
〕（
１
例
）・
源
氏
の
従
者
（
１
例
）・

左
馬
頭
（
２
例
）・
椿
市
の
僧
（
１
例
）・
横
川
僧
都
（
１
例
）・
薫
（
１

例
）・
頭
中
将
（
１
例
）・
源
氏
（
３
例
）

　

［
女
性
］（
計
21
例
）

　
　
　

�

玉
鬘
の
乳
母
（
１
例
）・
浮
舟
の
乳
母
（
１
例
）・
右
近
〔
浮
舟
の
乳
母

子
〕（
１
例
）・
葵
上
の
女
房
（
１
例
）・
源
氏
の
女
房
（
１
例
）・
左
衛

門
〔
横
川
僧
都
の
妹
尼
の
侍
女
〕（
１
例
）・
小
少
将
〔
落
葉
宮
の
侍
女
〕

（
１
例
）・
横
川
の
妹
尼
（
１
例
）・
末
摘
花
の
叔
母
（
２
例
）・
鬚
黒

の
北
の
方
（
１
例
）・
玉
鬘
（
１
例
）・
浮
舟
（
３
例
）・
中
君
（
３
例
）・

紫
上
（
２
例
）・
藤
壺
宮
（
１
例
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
有
無
に
よ
る
発
話
者
と
比
較
し
て
も
、
ム

ズ
が
持
つ
と
さ
れ
る
俗
語
性
と
発
話
者
の
位
相
と
の
あ
い
だ
に
の
み
関
連
性
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る（
（2
（

。

五
．
二
．
発
話
者
と
発
話
内
容
に
見
出
さ
れ
る
俗
語
性

　

と
こ
ろ
が
、
発
話
者
の
み
な
ら
ず
、
発
話
内
容
に
も
着
目
し
た
と
き
、
ム
ズ

へ
の
異
同
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
何
ら
か
の
点
に
お
い
て
、
卑
俗
な
要
素
―
―

発
話
者
の
社
会
的
地
位
低
さ
や
、
発
話
者
の
卑
し
く
下
品
な
発
言
や
行
動
、
発

話
者
の
低
俗
な
心
理
や
感
情
な
ど
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
例
は
、
用
例
Ⅰ
と
用
例
㊸
が
女
房
か
ら
主
人
に
対
し
て
の
発

話
、
用
例
Ⅱ
と
用
例
㉙
が
妻
か
ら
夫
へ
の
発
話
で
あ
る
点
で
同
じ
だ
が
、
用
例

Ⅰ
・
Ⅱ
に
は
ム
ズ
へ
の
異
同
が
な
く
、
用
例
㊸
・
㉙
に
は
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ

る
。

　
　

Ⅰ�

（
女
房
か
ら
葵
へ
）「
今
日
の
物
見
に
は
、
大
将
殿
を
こ
そ
は
、
あ
や
し

き
山
が
つ
さ
へ
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
す
な
れ
。」〈
葵
、
二
八
六
③
〉

　
　

Ⅱ�

（
鬚
黒
の
北
の
方
か
ら
鬚
黒
へ
）「（
鬚
黒
が
出
か
け
よ
う
と
い
う
と
き

に
）
あ
や
に
く
な
め
る
雪
を
、
い
か
で
分
け
た
ま
は
ん
と
す
ら
む
。
夜

も
更
け
ぬ
め
り
や
。」
と
、
そ
そ
の
か
し
た
ま
ふ
。

〈
真
木
柱
、
九
四
四
⑭
〉

　
　

㊸�

（
右
近
は
）い
と
、あ
さ
ま
し
く
、あ
き
れ
て
、…（
右
近
か
ら
匂
宮
へ
）

「（
浮
舟
の
母
が
）『
今
日
、
御
迎
へ
に
。』
と
侍
り
し
を
、（
あ
な
た
は

浮
舟
を
）
い
か
に
せ
さ
せ
た
ま
は
む
と
す
る
御
こ
と
に
か
。」

〈
浮
舟
、
一
八
七
四
⑭
〉

　
　

㉙�

（
雲
居
雁
か
ら
夕
霧
へ
）「
め
で
た
き
さ
ま
に
な
ま
め
い
た
ま
へ
ら
ん
あ

た
り
に
、
あ
り
ふ
べ
き
身
に
も
あ
ら
ね
ば
、（
私
は
）
い
づ
ち
も
い
づ

ち
も
失
せ
な
む
と
す
る
を
、
か
く
だ
に
な
思
し
出
で
そ
。」

〈
夕
霧
、
一
三
六
三
⑬
〉

　

用
例
㊸
は
浮
舟
の
元
か
ら
帰
ろ
う
と
し
な
い
匂
宮
に
対
し
、
右
近
が
「
あ
さ

ま
し
く
あ
き
れ
」
た
感
情
を
も
っ
て
発
言
し
て
い
る
。
用
例
㉙
は
夕
霧
の
女
性
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関
係
を
め
ぐ
る
夫
婦
喧
嘩
の
な
か
で
の
雲
居
雁
か
ら
夫
へ
の
罵
り
で
あ
る
。

　

用
例
㊸
・
㉙
に
は
こ
の
よ
う
な
、
発
話
者
の
、
発
話
時
の
感
情
や
発
話
の
内

容
に
卑
し
さ
が
見
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、
用
例
Ⅰ
・
Ⅱ
に
は
そ
れ
が
見
出
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
。

五
．
二
．
一
．
ム
ズ
へ
の
異
同
の
あ
る
箇
所
に
見
ら
れ
る
特
徴

　

そ
こ
で
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
あ
る
53
例
に
つ
い
て
、
発
話
の
場
面
や
発
話
内

容
に
着
目
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
特
徴
は
単
独
で
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
複
合
的
に
見
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

　

・�

発
話
者
や
動
作
主
が
未
成
熟
で
粗
野
で
あ
っ
た
り
、
社
会
的
地
位
の
低
い

者
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

・�

発
話
者
が
話
題
の
中
で
悪
態
を
つ
い
て
い
る
。

　

・�

発
話
者
が
異
性
関
係
の
好
ま
し
く
な
い
事
柄
に
つ
い
て
を
述
べ
て
い
る
。

　

・�

発
話
者
が
非
常
に
近
し
い
者
と
の
別
離
の
た
め
に
心
的
に
激
し
く
動
揺
し

て
い
る
。

　

・�

発
話
者
が
俗
世
に
執
着
し
た
り
出
家
し
た
者
に
執
着
し
た
り
し
て
い
る
。

　

・�

発
話
者
が
対
者
と
非
常
に
近
し
い
間
柄
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
精
神
的
に

非
常
に
解
放
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
次
の
用
例
�
・
㉝
に
は
、
発
話
者
に
未
熟
さ
や
社
会
的
地
位
の
低
さ

が
あ
る
。
用
例
�
で
は
、
小
君
に
は
幼
さ
が
あ
る
。
用
例
㉝
で
は
女
房
を
指
す

「
女（
（2
（

」
で
は
な
く
「
女
ば
ら
」
と
あ
っ
て
、
一
般
的
な
女
房
よ
り
も
低
く
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
冒
頭
に
見
た
『
大
成
』
の
用
例
の
〈
夕
顔
、
一
四
〇

⑪
〉（
本
稿
の
用
例
③
）・〈
常
夏
、
八
四
六
③
〉（
本
稿
の
用
例
㉑
）
に
も
そ
う

し
た
点
が
見
ら
れ
る
。
用
例
㉘
（
Ｂ
の
15
例
の
う
ち
の
一
つ
。
以
下
で
は
、
Ｂ

に
つ
い
て
の
み
写
本
の
用
例
を
併
記
す
る
）
や
、
用
例
⑥
は
発
話
者
が
女
房
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
社
会
的
地
位
の
低
さ
が
見
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
発
話
者
に
未
熟
さ
や
社
会
的
地
位
の
低
さ
が

見
ら
れ
る
と
き
に
、
ム
ズ
へ
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　
　

��

（
小
君
）「
わ
ざ
と
た
て
ま
つ
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
し
る
し
に
、（
薫
に
）

何
事
を
か
は
聞
こ
え
さ
せ
ん
と
す
ら
む
。
た
だ
一
言
を
の
た
ま
は
せ
よ

か
し
。」
な
ど
言
へ
ば
、〈
夢
浮
橋
、
二
〇
七
〇
④
〉

　
　

㉝�

女
ば
ら
（
＝
大
君
中
君
の
女
房
た
ち
）
な
ど
、「
あ
は
れ
、
年
は
変
は

り
な
ん
と
す
。
心
細
く
悲
し
き
こ
と
を
、
改
ま
る
べ
き
春
待
ち
出
で
て

し
が
な
。」
と
、
心
を
消
た
ず
言
ふ
も
あ
り
。
〈
椎
本
、
一
五
七
一
⑨
〉

　
　

㉘�

（
落
葉
宮
の
女
房
た
ち
）「『（
あ
な
た
＝
落
葉
宮
が
）い
か
に
聞
こ
え
さ

せ
た
ま
ふ
。』
と
か
、（
私
た
ち
は
夕
霧
に
対
し
て
）
聞
こ
え
は
べ
る
べ

き
。
い
と
軽
ら
か
な
ら
ぬ
御
さ
ま
に
て
、
か
く
、
ふ
り
は
へ
、
急
ぎ
渡

ら
せ
た
ま
へ
る
御
心
ば
へ
を
、
思
し
分
か
ぬ
や
う
な
ら
む
も
、
あ
ま
り

に
は
べ
り
ぬ
べ
し
。」〈
夕
霧
、
一
三
四
一
⑥
〉

　
　

・
い
か
に
き
こ
え
さ
せ
給
侍
ら
ん
す
る
か
ろ
ら
か
な
ら
ぬ
御
さ
ま
に
て

〈
国
冬
本
（
未
確
認
）〉

　
　

⑥�

（
若
紫
の
祖
母
尼
の
女
房
の
和
歌
）「
初
草
の
生
ひ
ゆ
く
末
も
知
ら
ぬ
間

に
い
か
で
か
露
の
消
え
ん
と
す
ら
む
」
と
聞
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、

〈
若
紫
、
一
五
八
③
〉

　

ま
た
、
Ｂ
に
は
、
地
の
文
に
ム
ズ
へ
の
異
同
の
例
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
、
地

の
文
に
ム
ズ
へ
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
れ
ら
と
理
由
は
同
様
で
、
動
作
主

に
粗
野
な
部
分
や
社
会
的
地
位
の
低
さ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

用
例
④
は
空
蝉
が
動
作
主
で
あ
り
、
社
会
的
地
位
の
上
位
者
と
は
言
い
難
い
。
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用
例
⑨
の
動
作
主
は
六
条
御
息
所
で
あ
り
、社
会
的
地
位
の
上
位
者
で
あ
る
が
、

当
該
箇
所
付
近
で
は
御
息
所
は
物
の
怪
と
化
す
こ
と
が
記
さ
れ
る
た
め
、
そ
こ

に
粗
野
な
一
面
が
見
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

④
（
空
蝉
が
夫
と
と
も
に
）
遠
く
（
伊
予
に
）
下
り
な
ど
す
る
を
、

〈
夕
顔
、
一
四
一
⑫
〉

　
　

・
と
を
く
く
た
り
な
む
す
る
を
お
も
ふ
も
〈
高
松
宮
本
、
五
三
オ
③
〉

　
　

⑨�

御
息
所
は
、
…
「
今
は
。」
と
て
（
伊
勢
に
）
ふ
り
離
れ
下
り
た
ま
ひ

な
む
は
、「
い
と
心
細
か
り
ぬ
べ
く
、
世
の
人
聞
き
も
人
笑
へ
に
な
ら

ん
こ
と
。」
と
思
す
。〈
葵
、
二
九
二
⑨
〉

　
　

・
い
ま
は
と
て
ふ
り
は
な
れ
く
た
り
給
な
ん
す
い
と
心
ほ
そ
か
り
ぬ
へ
く

〈
御
物
本
、
一
七
オ
④
〉

　

次
の
例
は
、
発
話
者
が
無
遠
慮
な
物
言
い
を
し
た
り
、
他
者
を
非
難
し
た
り

罵
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
用
例
㊾
は
、
横
川
僧
都
が
正
体
不
明
の
女
を
助

け
た
こ
と
を
僧
都
の
弟
子
た
ち
が
咎
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
用
例
㉛
は
玉
鬘
の

子
息
た
ち
が
大
君
の
院
参
に
つ
い
て
意
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
玉
鬘

が
「
苦
し
」
と
感
じ
る
口
調
の
強
さ
が
あ
る
と
さ
れ
る（
（2
（

。
用
例
㊾
と
用
例
㉛
は

発
話
の
社
会
的
地
位
に
大
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
発
話
者
の
位
相
差
と
は
無
関

係
に
、
発
話
者
が
悪
態
を
つ
く
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
ム
ズ
へ
の
異

同
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
節
．
二
．
に
挙
げ
た
用
例
㊸
（
右
近
が

匂
宮
を
非
難
す
る
）
や
用
例
㉙
（
夫
婦
喧
嘩
で
妻
が
夫
を
罵
る
）
も
、
こ
こ
に

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

㊾�

弟
子
ど
も
、「
た
い
だ
い
し
き
わ
ざ
か
な
。
い
た
う
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ふ

人
の
御
あ
た
り
に
、
よ
か
ら
ぬ
も
の
を
と
り
入
れ
て
、
穢
ら
ひ
必
ず
出

で
来
な
む
と
す
。」
と
、
も
ど
く
も
あ
り
。〈
手
習
、
一
九
九
三
⑪
〉

　
　

㉛�

（
玉
鬘
の
息
子
た
ち
）「
中
宮
を
は
ば
か
り
き
こ
え
た
ま
ふ
と
て
、院
の

女
御
を
ば
い
か
が
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
む
と
す
る
。」
…
内
侍
の
君
、

「
い
と
苦
し
。」
と
思
し
ぬ
。〈
竹
河
、
一
四
八
八
⑧
〉

　

ま
た
、
草
子
地
に
ム
ズ
へ
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
（
Ａ
の
１
例
と
、
Ｂ
の

１
例
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
草
子
地
に
は
、
書
き

手
の
、
事
態
に
対
す
る
評
価
が
現
れ
る
。
用
例
⑮
は
、
紫
上
の
異
母
妹
の
入
内

に
つ
い
て
源
氏
が
手
を
貸
そ
う
と
は
し
な
い
と
い
う
事
態
に
対
し
、
源
氏
は
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
つ
も
り
な
の
か
と
い
う
書
き
手
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。
用
例
㉖
は
、
政
敵
で
あ
っ
た
承
香
殿
が
、
政
敵
の
子
女
で
あ
る
女
三
宮
に

好
意
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
期
待
で
き
る
の
か
と
い
う
書
き
手
の

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
書
き
手
が
事
態
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い

る
と
解
釈
す
る
と
、
用
例
⑮
・
㉖
の
草
子
地
に
見
ら
れ
る
異
同
と
し
て
の
ム
ズ

も
、
ま
た
、
書
き
手
の
発
し
た
悪
態
の
中
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　

⑮�

兵
部
卿
の
宮
の
中
の
君
（
紫
上
の
異
母
姉
妹
）
も
、
さ
や
う
に
心
ざ
し

て
か
し
づ
き
た
ま
ふ
、
名
高
き
を
、
大
臣
は
、
人
よ
り
ま
さ
り
た
ま
へ

と
し
も
思
さ
ず
な
む
あ
り
け
る
。（
こ
の
事
態
を
）
い
か
が
し
た
ま
は

む
と
す
ら
む
。〈
澪
標
、
四
九
九
⑥
〉

　
　

㉖�

そ
の
名
残
に
て
、
げ
に
、
今
は
わ
ざ
と
、「
憎
し
。」
な
ど
は
な
く
と
も
、

ま
こ
と
に
、（
承
香
殿
女
御
は
女
三
宮
を
）
心
と
ど
め
て
思
ひ
後
見
む

と
ま
で
は
お
ぼ
さ
ず
も
や
と
ぞ
推
し
量
ら
る
る
か
し
。

〈
若
菜
上
、
一
〇
二
七
⑩
〉

　
　

・�
又
ま
こ
と
に
う
し
ろ
み
ん
な
と
は
心
と
ゝ
め
す
や
物
し
給
は
ん
す
ら
ん

な
と
〈
中
京
大
河
内
本
、
七
―
二
九
五
左
⑦
〉

　

次
の
例
で
は
、
異
性
関
係
に
関
す
る
事
柄
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
用
例
㊹

は
匂
宮
が
薫
の
想
い
人
を
奪
っ
た
た
め
に
薫
に
顔
向
け
で
き
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
用
例
⑭
で
は
朧
月
夜
は
い
ず
れ
源
氏
に
心
を
向
け
る
だ
ろ
う
と
、
帝
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が
朧
月
夜
に
「
い
や
み
を
言（
（2
（

」
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
用
例
⑱
で
は
、
冷
泉
帝
が

実
親
の
秘
事
に
関
す
る
こ
と
で
苦
慮
し
て
い
る
。
用
例
㊱
は
、
薫
が
匂
宮
の
不

在
時
に
中
君
を
尋
ね
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
、
薫
の

行
動
の
低
俗
さ
が
見
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
異

性
関
係
を
め
ぐ
っ
て
好
ま
し
く
な
い
事
柄
が
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
ム
ズ
へ
の

異
同
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
冒
頭
に
見
た
『
大
成
』
の
用
例
の
〈
手
習
、

二
〇
二
五
⑨
〉（
本
稿
の
用
例
�
）
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
　

㊹�

（
匂
宮
）「
所
せ
き
身
こ
そ
わ
び
し
け
れ
。軽
ら
か
な
る
ほ
ど
の
殿
上
人

な
ど
に
て
し
ば
し
あ
ら
ば
や
。
い
か
が
す
べ
き
。
か
う
包
む
べ
き
人
目

も
、
え
憚
り
あ
ふ
ま
じ
く
な
ん
。
大
将
（
＝
薫
）
も
い
か
に
思
は
む
と

す
ら
む
。
…
」
と
ぞ
、（
浮
舟
に
）
の
た
ま
ふ
。〈
浮
舟
、
一
八
八
〇
⑪
〉

　
　

⑭�

（
朱
雀
帝
）「
わ
が
世
残
り
少
な
き
心
地
す
る
に
な
む
、い
と
い
と
ほ
し

う
、
名
残
な
き
さ
ま
に
て
（
私
が
亡
き
後
に
朧
月
夜
は
）
と
ま
り
た
ま

は
む
と
す
ら
む
。」〈
澪
標
、
四
八
三
⑭
〉

　
　

⑱�

（
冷
泉
帝
）「
た
と
ひ
あ
ら
む
に
て
も
、
か
や
う
（
＝
源
氏
と
藤
壺
宮
の

よ
う
）
に
忍
び
た
ら
む
こ
と
を
ば
、（
正
史
や
稗
史
で
）
い
か
で
か
伝

へ
知
る
や
う
の
あ
ら
む
と
す
る
。
…
」
な
ど
、
よ
ろ
づ
に
思
し
け
る
。

〈
薄
雲
、
六
二
三
⑪
〉

　
　

㊱�

人
召
し
て
、（
薫
）「（
私
は
）
北
の
院
（
＝
匂
宮
邸
）
に
参
ら
む
に
、

こ
と
こ
と
し
か
ら
ぬ
車
さ
し
出
で
さ
せ
よ
。」
と
の
た
ま
へ
ば
、

〈
宿
木
、
一
七
一
三
⑥
〉

　
　

・�

北
の
院
に
ま
い
ら
ん
す
る
に
こ
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
く
る
ま
さ
し
出
さ
せ

よ
〈
阿
里
莫
本
（
未
確
認
）〉

　

次
の
例
に
は
発
話
者
の
激
し
い
心
的
動
揺
が
見
受
け
ら
れ
る
。
用
例
③
に
は

主
人
で
あ
る
夕
顔
の
死
後
の
右
近
の
悲
し
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
用
例
㉞
に
は

臨
終
間
近
の
大
君
に
寄
り
添
う
薫
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
用
例
③
と
用
例

㉞
の
発
話
者
に
は
社
会
的
地
位
に
大
差
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
ム

ズ
へ
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

③�

（
右
近
）「
か（
夕
顔
）の
御
あ
た
り
去
ら
ず
生
ほ
し
た
て
た
ま
ひ
し
を
、

（
私
が
）
思
ひ
た
ま
へ
出
づ
れ
ば
、（
私
は
夕
顔
の
死
後
）
い
か
で
か

世
に
は
べ
ら
む
ず
ら
む
。」〈
夕
顔
、
一
四
〇
⑪
〉

　
　

㉞�

（
薫
の
心
内
）「（
大
君
は
）い
か
に
な
り
た
ま
ひ
な
む
と
す
る
ぞ
。」と
、

（
薫
）「
あ
る
べ
き
も
の
に
も
あ
ら
ざ
め
り
。」
と
見
る
が
、
を
し
き
こ

と
た
ぐ
ひ
な
し
。〈
総
角
、
一
六
六
〇
⑤
〉

　

次
の
例
は
、
発
話
者
の
、
俗
世
へ
の
執
着
や
出
家
し
た
者
へ
の
執
着
が
記
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
用
例
⑰
は
出
家
の
身
で
あ
る
明
石
入
道
が
俗
世
に
あ
る

孫
娘
を
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
用
例
㉗
は
、
俗
世
に
あ
る
明
石
の
上
が
隠
遁
す

る
父
入
道
を
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
に
見
ら
れ
る
執
着
心
を
、

望
ま
し
く
な
い
も
の
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
　

⑰�

こ
と
忌
み
す
れ
ど
、
誰
も
誰
も
い
と
忍
び
が
た
し
。
…
（
明
石
入
道
は
）

ゆ
ゆ
し
き
ま
で
か
く
人
に
違
へ
る
身
を
い
ま
い
ま
し
く
思
ひ
な
が
ら
、

（
明
石
入
道
心
内
）「（
孫
の
顔
を
）片
時
見
た
て
ま
つ
ら
で
は
、（
私
は
）

い
か
で
か
過
ぐ
さ
む
と
す
ら
む
。」
と
、
つ
つ
み
あ
へ
ず
。

〈
松
風
、
五
八
四
②
〉

　
　

㉗�

（
明
石
の
上
）「（
父
入
道
を
）恋
し
。」と
思
ひ
わ
た
り
た
ま
ふ
心
に
は
、

（
明
石
の
上
）「
あ
ひ
見
で
過
ぎ
は
て
ぬ
る
に
こ
そ
は
。」
と
見
た
ま
ふ

に
、〈
若
菜
上
、
一
〇
九
八
②
〉

　
　

・
あ
ひ
見
て
す
き
は
て
な
ん
す
る
に
こ
そ
は
と
見
給
に
も

〈
中
京
大
河
内
本
、
七
―
三
七
三
右
⑦
〉

　

次
の
よ
う
に
、
発
話
者
が
心
的
に
解
放
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
も
異
同
が
見
ら
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れ
る
。
用
例
⑦
は
源
氏
が
鼻
に
紅
を
つ
け
て
若
紫
と
戯
れ
る
場
面
で
あ
り
、
用

例
⑧
で
は
賀
茂
祭
見
物
の
用
意
に
際
し
て
、
源
氏
が
「
日
ご
ろ
の
憂
鬱
さ
か
ら

解
放
さ
れ
て
」
い
る（
（3
（

場
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
通
常
的
な
あ
り
よ
う
か
ら
逸

脱
し
た
状
態
に
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
他
の
例
と

共
通
す
る
。

　
　

⑦�

（
源
氏
）「
さ
ら
に
こ
そ
白
ま
ね
。
よ
う
な
き
す
さ
び
わ
ざ
な
り
や
。
内

裏
に
い
か
に
の
た
ま
は
む
と
す
ら
む
。」
と
、
い
と
ま
め
や
か
に
の
た

ま
ふ
を
〈
末
摘
花
、
二
三
〇
⑦
〉

　
　

⑧�

（
源
氏
）「
君
の
御
髪
は
わ
れ
削
が
む
。」
と
て
、「
う
た
て
、
所
せ
う
も

あ
る
か
な
。
い
か
に
生
ひ
や
ら
む
と
す
ら
む
。」〈
葵
、
二
九
〇
⑪
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
箇
所
に
は
、
発
話
者
や
動
作
主
に
社

会
的
地
位
の
低
さ
や
未
熟
さ
が
あ
っ
た
り
、発
話
の
内
容
や
話
題
に
、一
般
的
・

日
常
的
・
常
識
的
な
状
態
と
は
異
な
っ
た
、
卑
し
さ
や
下
品
さ
や
と
い
っ
た
卑

俗
な
あ
り
よ
う
が
見
出
さ
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

五
．
二
．
二
．
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
に
見
ら
れ
る
特
徴

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
ム
ト
ス
に
注
目
し
て
み
た
い
。
ム
ズ
に
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
発
話
者
や
発
話
内
容
に
卑
俗
な
点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し

た
要
素
が
な
い
場
合
に
は
、
ム
ト
ス
に
は
ム
ズ
へ
の
異
同
が
な
い
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
そ
う
し
た
要
素
が
見
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ム
ト
ス
に
は
必
ず
ム
ズ
へ

の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

事
実
、
本
節
．
二
．
に
挙
げ
た
用
例
Ⅰ
・
Ⅱ
の
よ
う
に
、
異
同
の
な
い
ム
ト

ス
に
卑
俗
的
な
要
素
が
見
出
さ
れ
な
い
も
の
が
確
か
に
あ
る
。

　

用
例
Ⅰ
の
女
房
か
ら
葵
へ
の
発
話
の
内
容
は
源
氏
を
褒
め
る
も
の
で
あ
り
、

用
例
Ⅱ
は
妻
が
夫
に
外
出
を
促
す
も
の
で
あ
っ
て
、
悪
意
な
ど
の
激
し
い
心
的

な
動
揺
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　

Ⅰ�

（
女
房
）「
今
日
の
物
見
に
は
、
大
将
殿
を
こ
そ
は
、
あ
や
し
き
山
が
つ

さ
へ
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
す
な
れ
。」〈
葵
、
二
八
六
③
〉

　
　

Ⅱ�

（
鬚
黒
の
北
の
方
）「（
鬚
黒
が
出
か
け
よ
う
と
い
う
と
き
に
）
あ
や
に

く
な
め
る
雪
を
、
い
か
で
分
け
た
ま
は
ん
と
す
ら
む
。
夜
も
更
け
ぬ
め

り
や
。」
と
そ
そ
の
か
し
た
ま
ふ
。〈
真
木
柱
、
九
四
四
⑭
〉

　

次
の
〈
賢
木
〉
の
例
は
、
藤
壺
宮
が
自
身
の
出
家
に
つ
い
て
帝
に
言
い
聞
か

せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。〈
手
習
〉
の
例
は
横
川
僧
都
は
弟
子
た
ち
を
と
が
め
て

は
い
る
も
の
の
、
説
法
で
あ
っ
て
悪
意
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。〈
玉
鬘
〉

の
例
で
は
、
乳
母
が
大
夫
の
監
に
対
し
て
よ
ろ
し
く
な
い
感
情
を
抱
い
て
い
る

こ
と
を
『
物
語
』
の
読
者
は
知
っ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
は
、
乳
母
は
大
夫
の
監

に
対
し
て
慎
重
に
発
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

○�

（
藤
壺
）「
そ
れ
は
、
老
い
て
は
べ
れ
ば
醜
き
ぞ
。
さ
は
あ
ら
で
、
髪
は

そ
れ
よ
り
も
短
く
て
、
黒
き
衣
な
ど
を
着
て
、
夜
居
の
僧
の
や
う
に
な

り
は
べ
ら
む
と
す
れ
ば
、
見
た
て
ま
つ
ら
む
こ
と
も
い
と
ど
久
し
か
る

べ
き
ぞ
。」〈
賢
木
、
三
五
五
⑧
〉

　
　

○�

（
僧
都
）「
池
に
泳
ぐ
魚
、
山
に
鳴
く
鹿
を
だ
に
、
人
に
捕
へ
ら
れ
て
死

な
む
と
す
る
を
見
て
助
け
ざ
ら
む
は
、
い
と
悲
し
か
る
べ
し
。
…
」
と

の
た
ま
ひ
て
、〈
手
習
、
一
九
九
三
⑤
〉

　
　

○�

（
玉
鬘
の
乳
母
）「
い
か
で
。
か
か
る
こ
と
（
大
夫
の
監
の
思
い
を
）
を

聞
か
で
、（
玉
鬘
は
）
尼
に
な
り
な
む
と
す
。」
と
（
使
者
を
通
じ
て
）

言
は
せ
た
り
け
れ
ば
、〈
玉
鬘
、
七
二
四
①
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
話
題
に
登
場
す
る
人
物
や
内
容
に
対
す
る
悪
意
や
心
的
動
揺

が
特
段
見
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
ム
ズ
へ
の
異
同
が
な
い
と
は
言
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
に
、
卑
俗
的
な
要
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素
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
発
話
者
や
話
題
や
発
話
内
容
に
卑

俗
性
が
あ
る
場
合
に
は
必
ず
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
用
例
㊿
と
そ
の
次
の
〈
手
習
〉
の
例
で
は
、
横
川
僧
都
の
妹
尼
の
、

浮
舟
と
の
別
離
に
関
す
る
心
的
な
動
揺
が
記
さ
れ
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
用
例

㊿
に
は
異
同
が
あ
り
、〈
手
習
〉
の
例
に
は
異
同
が
な
い
。
同
様
に
、
用
例
�

と
そ
の
次
の
〈
浮
舟
〉
の
例
は
、
浮
舟
が
薫
を
思
っ
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、

用
例
�
に
は
異
同
が
あ
り
、〈
浮
舟
〉
の
例
に
は
異
同
が
な
い
。

　
　

㊿�

か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
た
り
け
ん
竹
取
の
翁
よ
り
も
珍
し
き
心
地
す
る

に
、（
妹
尼
の
心
内
）「
い
か
な
る
物
の
ひ
ま
に
（
こ
の
娘
（
浮
舟
）
は
）

消
え
失
せ
ん
と
す
ら
む
。」
と
、
し
づ
心
な
く
ぞ
思
し
け
る
。

〈
手
習
、
二
〇
〇
三
⑪
〉

　
　

○�

（
妹
尼
の
心
内
）「（
浮
舟
は
）
残
り
多
か
る
御
身
を
、
い
か
で
経
た
ま

は
む
と
す
ら
む
。
…
」
と
、
臥
し
ま
ろ
び
つ
つ
、
い
と
い
み
じ
げ
に
思

ひ
た
ま
へ
る
に
、〈
手
習
、
二
〇
三
二
⑬
〉

　
　

��

（
浮
舟
の
心
内
）「
こ
の
世
に
は
、
あ
り
し
御
さ
ま
を
、
よ
そ
な
が
ら
だ

に
い
つ
か
見
ん
ず
る
。」〈
手
習
、
二
〇
二
五
⑨
〉

　
　

○�

女
、（
浮
舟
の
心
内
）「
い
か
で
（
薫
に
）
見
え
た
て
ま
つ
ら
ん
と
す
ら

ん
。」
と
、
空
さ
へ
恥
づ
か
し
く
恐
ろ
し
き
に
、〈
浮
舟
、
一
八
八
五
⑪
〉

　

異
同
の
な
い
ム
ト
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
話
題
に
卑
俗
な
点
が
見
出
さ
れ
る
も

の
は
他
に
も
あ
る
。
次
の
〈
夕
霧
〉
の
例
で
は
小
少
将
（
落
葉
宮
の
女
房
）
が

男
女
の
事
情
に
通
じ
な
い
夕
霧
を
非
難
し
て
い
る（
（3
（

。〈
玉
鬘
〉
の
例
で
は
、
椿

市
の
僧
（
宿
屋
の
主
）
が
「
む
つ
か
」
り
な
が
ら
発
言
し
て
い
る
。〈
手
習
〉

の
例
で
は
、
母
尼
の
声
に
お
び
え
る
浮
舟
の
心
的
動
揺
が
記
さ
れ
て
い
る
。〈
朝

顔
〉
の
例
で
は
源
氏
が
朝
顔
に
対
し
て
恨
み
ご
と
を
述
べ
て
お
り
、〈
空
蝉
〉

の
例
で
は
源
氏
が
小
君
に
恨
み
ご
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

源
氏
が
発
話
者
で
あ
る
、〈
朝
顔
〉
と
〈
空
蝉
〉
の
用
例
を
見
る
と
き
、〈
朝

顔
〉
の
例
は
対
話
の
相
手
が
朝
顔
の
姫
君
で
あ
る
た
め
に
ぞ
ん
ざ
い
な
物
言
い

を
忌
避
し
た
の
か
と
は
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、〈
空
蝉
〉
の

例
は
、
対
話
の
相
手
が
小
君
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
ん
ざ
い
な
物
言
い
が
許
容
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
よ
っ
て
、
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
異
同
は
な
い
。

　
　

○�

（
小
少
将
）「
ま
だ
知
ら
ぬ
は
、げ
に
世
づ
か
ぬ
御
心
が
ま
へ
の
け
に
こ

そ
は
と
。
こ
と
わ
り
は
、
げ
に
、
い
づ
か
た
に
か
は
、（
あ
な
た
＝
夕

霧
に
）
寄
る
人
は
べ
ら
ん
と
す
ら
む
。」
と
、
少
し
う
ち
笑
ひ
ぬ
。

〈
夕
霧
、
一
三
五
九
⑪
〉

　
　

○�

家
あ
る
じ
の
法
師
、「
人
宿
し
た
て
ま
つ
ら
む
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
な

に
人
の
も
の
し
た
ま
ふ
ぞ
。
あ
や
し
き
女
ど
も
の
、
心
に
ま
か
せ
て
。」

と
、
む
つ
か
る
を
、〈
玉
鬘
、
七
三
二
⑤
〉

　
　

○�

（
母
尼
）「
あ
や
し
。
こ
れ
は
誰
ぞ
。」
と
、
執
念
げ
な
る
声
に
て
見
お

こ
せ
た
る
、
さ
ら
に
、（
浮
舟
の
心
内
）「
た
だ
い
ま
、（
私
を
）
食
ひ

て
む
と
す
る
。」
と
ぞ
思
ゆ
る
。〈
手
習
、
二
〇
二
四
⑧
〉

　
　

○�

（
源
氏
）「
今
は
、（
あ
な
た
＝
朝
顔
は
）
な
に
の
諫
め
に
か
、（
私
を
避

け
よ
う
と
）
か
こ
た
せ
た
ま
は
む
と
す
ら
む
。」〈
朝
顔
、
六
四
二
⑨
〉

　
　

○�

（
源
氏
）「
さ
て
今
宵
も
や
か
へ
し
て
ん
と
す
る
。
い
と
あ
さ
ま
し
う
、

か
ら
う
こ
そ
あ
べ
け
れ
。」〈
空
蝉
、
八
八
⑭
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
会
話
文
・
心
内
文
の
、
ム
ズ
へ
の
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
に
お

い
て
は
、
発
話
者
や
発
話
の
内
容
に
は
卑
俗
な
点
が
あ
る
場
合
も
な
い
場
合
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
発
話
者
や
発
話
内
容
が
卑
俗
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
必
ず
ム

ズ
へ
の
異
同
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
物
語
』
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
ム
ズ
は
、
発
話
者
や
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動
作
主
に
社
会
的
地
位
の
低
さ
や
未
熟
さ
が
見
出
さ
れ
る
場
合
や
、
発
話
の
内

容
や
話
題
に
、
一
般
的
・
日
常
的
・
常
識
的
な
有
り
よ
う
と
は
異
な
っ
た
、
卑

し
さ
や
下
品
さ
や
心
的
な
動
揺
が
見
出
さ
れ
る
場
合
に
異
同
と
し
て
現
れ
る
場

合
が
あ
る
、
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
ム
ズ
は
、
当
該
箇
所
に
記
さ
れ
た
事
態
の

何
ら
か
の
点
に
卑
俗
的
な
要
素
が
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
異
同
と
し
て
現
れ

る
傾
向
が
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
源
氏
物
語
』
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
推
量
の
助
動
詞
ム
ズ
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一�

．
助
動
詞
ム
ズ
は
、『
源
氏
物
語
』
の
53
箇
所
の
、
ム
ト
ス
（
推
量
の
助
動
詞

ム
＋
格
助
詞
ト
＋
サ
変
動
詞
ス
）
や
、
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
（
ム
や
ベ
シ
）

の
あ
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
、
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
が
あ
る
と
想
定
す
る

こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
、『
源
氏
物
語
』
諸
写
本
に
、
異
同
と
し

て
見
ら
れ
る
。

二�

．『
源
氏
物
語
』
諸
写
本
に
お
け
る
助
動
詞
ム
ズ
は
、
地
の
文
以
外
の
と
こ

ろ
に
集
中
し
て
見
ら
れ
、
登
場
人
物
の
話
し
こ
と
ば
と
い
う
範
囲
内
で
、
口

頭
語
の
性
質
が
あ
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

三�

．『
源
氏
物
語
』
諸
写
本
に
お
け
る
助
動
詞
ム
ズ
は
、
発
話
者
や
動
作
主
に

社
会
的
地
位
の
低
さ
や
未
熟
さ
が
見
出
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
、
発
話
の
内
容

や
話
題
に
一
般
的
・
日
常
的
・
常
識
的
な
あ
り
よ
う
と
は
異
な
る
場
合
、
つ

ま
り
、
卑
俗
的
な
要
素
が
見
出
さ
れ
る
場
合
に
、
異
同
と
し
て
見
ら
れ
る
傾

向
が
あ
る
。

注（
１
）�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
山
口
・
秋
本
編
（
二
〇
〇
一
）
の
ム
ズ
の
項
目

（
秋
本
守
英
執
筆
担
当
）
に
詳
し
い
。

（
２
）�

渡
辺
（
一
九
七
三
）
に
は
、『
大
成
』
一
七
二
九
頁
４
行
目
の
ム
ト
ス

に
異
同
が
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
成
』の
異
同
を
見
る
限
り
、

こ
れ
は
誤
り
の
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）�「
ふ
と
心
お
と
り
す
る
も
の
」。『
枕
草
子　

紫
式
部
日
記
』（
日
本
古
典

文
学
大
系
（
岩
波
書
店
））
に
拠
る
。

（
４
）�

ム
ズ
の
項
目
。
秋
本
守
英
執
筆
担
当
。

（
５
）�

注
４
に
同
じ
。

（
６
）�

ム
ズ
の
項
目
。
吉
田
金
彦
執
筆
担
当
。

（
７
）�

ム
ズ
も
意
味
機
能
や
他
の
推
量
・
推
定
の
助
動
詞
と
の
相
違
等
も
課
題

と
な
る
が
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
８
）�

吉
沢
（
一
九
五
二
）
は
『
湖
月
抄
』
を
底
本
と
し
て
い
る
。『
湖
月
抄
』

は
古
注
釈
で
は
あ
る
が
、
ム
ズ
が
衰
退
し
た
と
さ
れ
る
江
戸
期
の
も
の

で
あ
る
（
此
島
一
九
七
三
に
拠
る
）
も
の
の
、
出
現
例
が
あ
る
の
で
、

本
稿
で
は
、
参
考
と
し
て
、
調
査
結
果
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
９
）�

用
例
の
所
在
確
認
に
使
用
し
た
資
料
、
な
ら
び
に
、
追
加
調
査
を
行
っ

た
資
料
は
、
本
稿
末
尾
の
調
査
資
料
の
一
覧
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
10
）�

本
稿
末
尾
の
調
査
資
料
参
照
。

（
11
）�『
大
成
』
や
諸
写
本
（
注
９
）
の
解
題
等
を
参
照
し
て
こ
れ
を
付
し
た
。

写
本
は
複
数
の
系
統
の
混
種
本
で
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、【
表
１
】

で
は
一
つ
の
写
本
に
複
数
の
系
統
が
混
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
12
）�

桃
園
文
庫
本
の
異
同
は
『
大
成
』
を
参
照
し
、『
大
成
』
で
校
合
本
文

と
し
て
採
用
の
な
い
巻
に
つ
い
て
は
【
表
１
】
で
は
「
－
」
を
付
す
こ
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と
と
し
た
。
一
条
兼
良
奥
書
本
の
異
同
は
加
藤
（
二
〇
〇
一
）
を
参
照

し
、
欠
巻
（
加
藤
一
九
九
九
に
拠
る
）
も
、
加
藤
（
二
〇
〇
一
）
で
校

合
本
文
と
し
て
不
採
用
の
巻
も
、【
表
１
】
で
は
便
宜
的
に
「
－
」
を

付
す
こ
と
と
し
た
。

（
13
）�

写
本
か
ら
は
、
ト
が
補
筆
さ
れ
て
い
る
事
実
の
み
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
に
す
ぎ
ず
、
ト
が
一
旦
は
欠
落
し
た
そ
の
理
由
、
補
筆
し
た
理
由
、

補
筆
さ
れ
た
時
期
等
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該
箇
所
に
「
ム
ズ
」

と
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
本
稿
は
「
と
補
」
も
ム

ズ
の
用
例
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
考
察
対
象

か
ら
除
外
し
て
も
、
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
し
な
い
。

（
14
）�「
な
ん
と
」
の
「
と
」
に
は
実
際
に
は
斜
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）�

注
14
に
同
じ
。

（
16
）�

注
14
に
同
じ
。

（
17
）�

中
古
の
ム
ズ
で
は
已
然
形
が
出
現
す
る
の
は
稀
で
、
中
世
な
る
と
コ
ソ

の
結
び
や
助
詞
バ
の
前
に
現
れ
る
と
さ
れ
る
（
此
島
一
九
七
三
）。

（
18
）�

こ
れ
に
つ
い
て
は
五
島
（
一
九
八
〇
）
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
19
）�

副
助
詞
ナ
ド
に
は
同
義
の
ナ
ン
ド
も
あ
る
。
す
る
と
、
ナ
ン
ト
ス
（
副

助
詞
ナ
ン
ド
＋
動
詞
ス
）
に
対
し
て
ム
ト
ス
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
大
成
』
に
副
助
詞
ナ
ド
＋

ス
は
61
例
あ
る
（
ナ
ン
ド
ス
は
な
い
）
も
の
の
、
ム
ズ
へ
の
異
同
が
あ

る
の
は
用
例
④
の
み
で
あ
る
。

（
20
）�『
源
氏
物
語　

三
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
））
二
一
四
頁

の
傍
注
に
拠
る
。

（
21
）�

地
の
文
に
ム
ズ
が
現
れ
る
の
は
十
二
世
紀
頃
か
ら
で
あ
る
こ
と
（
吉
田

一
九
六
二
）、『
物
語
』の
諸
写
本
の
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
を
遡
ら
ず
、

ま
た
、『
物
語
』
の
諸
写
本
に
は
、
写
本
が
書
写
さ
れ
た
当
時
の
語
法

の
影
響
を
受
け
る
場
合
の
あ
る
こ
と
（
竹
部
二
〇
一
五
・

二
〇
一
六
・
二
〇
一
八
ｂ
・
二
〇
一
九
ａ
）
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

地
の
文
に
ム
ズ
が
現
れ
る
の
は
書
写
当
時
の
書
写
者
の
言
語
意
識
の
反

映
で
あ
る
可
能
性
も
一
因
と
し
て
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
22
）�『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
語
り
手
の
問
題
は
不
可
避
で
は
あ
る
が
、

本
稿
は
そ
れ
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
た
め
、

「
書
き
手
」
と
し
て
お
く
。

（
23
）�

注
４
に
同
じ
。

（
24
）�

ム
ズ
へ
の
異
同
は
男
性
に
多
く
、
異
同
の
な
い
ム
ト
ス
は
女
性
に
多
い

と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
改

め
て
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
25
）�

竹
部
（
二
〇
〇
九
）。

（
26
）�【
表
３
】
の
と
お
り
、
地
の
文
に
お
け
る
ム
ズ
へ
の
異
同
は
、
用
例
④
・

⑨
と
、
次
の
用
例
⑯
の
３
例
が
あ
る
。
用
例
⑯
は
、
こ
の
前
後
に
お
い

て
、
明
石
の
上
が
自
分
自
身
の
身
分
の
低
さ
を
嘆
く
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
因
っ
て
明
石
の
上
の
社
会
的
地
位
の
低
さ
が
見
出

さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
す
る
。

　
　
　
　

⑯�

（
明
石
の
上
の
心
内
）「（
源
氏
は
）今
や
京
に
お
は
し
着
く
ら
む
。」

と
思
ふ
日
数
も
経
ず
、（
明
石
に
）
御
使
ひ
あ
り
。
こ
の
こ
ろ
の

ほ
ど
に
（
源
氏
が
明
石
の
上
を
都
に
）
迎
へ
む
こ
と
を
ぞ
の
た
ま

へ
る
。〈
澪
標
、
五
〇
四
①
〉

　
　
　
　

・
こ
の
ほ
と
に
む
か
へ
ん
す
る
こ
と
を
そ
の
給
ひ
け
る

〈
鶴
見
大
学
蔵
本
（
未
確
認
）〉

（
27
）�『
源
氏
物
語　

四
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
））
二
八
〇
頁
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の
頭
注
に
「
う
る
さ
い
意
見
も
あ
り
、
玉
鬘
が
困
惑
す
る
」
と
あ
る
。

（
28
）�

傍
線
部
に
は
解
釈
が
二
通
り
あ
る
と
さ
れ
る
。
源
氏
が
協
力
的
で
な
い

こ
と
に
対
し
、
兵
部
卿
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
源

氏
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
つ
も
り
か
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
従
っ
て
も
、書
き
手
が
批
判
的
見
解
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

（
29
）�

玉
上
琢
也
（
一
九
六
五
）『
源
氏
物
語
評
釈　

第
三
巻
』
二
六
二
頁
。

（
30
）�

玉
上
琢
也
（
一
九
六
五
）『
源
氏
物
語
評
釈　

第
二
巻
』
三
九
一
頁
。

（
31
）�『
源
氏
物
語　

四
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
））
の
頭
注
に

拠
る
。

参
考
文
献

浅
川�

哲
也
・
竹
部
歩
美
（
二
〇
一
四
）『
歴
史
的
変
化
か
ら
理
解
す
る
現
代
日

本
語
文
法
』
お
う
ふ
う

池
田�

亀
鑑
編
著
（
一
九
五
三
―
一
九
五
六
）『
源
氏
物
語
大
成
』
中
央
公
論
社

上
田
英
代
ほ
か
共
編
（
一
九
九
四
）『
源
氏
物
語
語
彙
用
例
総
索
引
』
勉
誠
社

加
藤�

洋
介
（
一
九
九
九
）「
了
俊
・
兼
良
の
源
氏
物
語
―
書
陵
部
蔵
源
氏
物
語

を
め
ぐ
っ
て
―
」『
説
林
』
四
七

―
―�

―
―
（
二
〇
〇
一
）『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』
風
間
書
房

鎌
倉�

暄
子
（
一
九
九
三
）「
い
わ
ゆ
る
推
量
の
助
動
詞
ム
ズ
・
ム
ズ
ル
と
ム
ト

ス
―
そ
の
本
質
と
成
立
に
関
連
し
て
―
」
鶴
久
教
授
退
官
記
念
論
文
集
刊

行
会
編
『
鶴
久
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
桜
楓
社

北
山
谿
太
（
一
九
五
七
）『
源
氏
物
語
辞
典
』
平
凡
社

源
氏�

物
語
別
本
集
成
刊
行
会
（
一
九
八
八
―
二
〇
〇
二
）『
源
氏
物
語
別
本
集

成
』
桜
楓
社

源
氏�

物
語
別
本
集
成
刊
行
会
（
二
〇
〇
五
―
二
〇
一
〇
）『
源
氏
物
語
別
本
集

成
続
』
お
う
ふ
う

此
島
正
年
（
一
九
七
三
）『
国
語
助
動
詞
の
研
究　

体
系
と
歴
史
』
桜
楓
社

五
島�

和
代
（
一
九
八
〇
）「
源
氏
物
語
の
ム
ズ
」『
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
』

二
六

関
一�

雄（
一
九
九
〇
）「
平
安
和
文
に
お
け
る
推
量
辞「
む
ず
」と
物
語
用
語「
む

と
す
」（
一
）」『
山
口
大
学
文
学
会
志
』四
一（
関
一
雄（
一
九
九
三
）『
平

安
時
代
和
文
語
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）
所
収
）

―
―�

―
―
（
一
九
九
一
）「
平
安
和
文
に
お
け
る
推
量
辞
「
む
ず
」
と
物
語
用

語
「
む
と
す
」（
二
）」『
山
口
国
文
』
一
四
（
関
一
雄
（
一
九
九
三
）『
平

安
時
代
和
文
語
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）
所
収
）

高
山�

善
行
（
二
〇
一
六
）「
第
４
章　

推
量
・
様
態
・
伝
聞
の
助
動
詞
」
中
山

緑
朗
・
飯
田
晴
巳
編
『
品
詞
別
学
校
文
法
講
座　

第
六
巻　

助
動
詞
』
明

治
書
院

竹
部�

歩
美
（
二
〇
〇
九
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
む
す
め
」「
を
ん
な
ご
」
に

つ
い
て
」『
国
語
研
究
』
七
二

―
―�

―
―
（
二
〇
一
五
）「
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
仮
名
表
記
に
つ

い
て
―
読
解
上
の
問
題
点
と
変
体
仮
名
の
運
用
―
」『
言
語
の
研
究
』
一

―
―�

―
―
（
二
〇
一
六
）「
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
語
法
小
考
―
『
源

氏
物
語
』
と
の
比
較
か
ら
―
」『
国
語
研
究
』
七
九

―
―�

―
―
（
二
〇
一
八
ａ
）「
国
冬
本
『
源
氏
物
語
』
の
「
柏
木
」
と
「
鈴
虫
」

の
変
体
仮
名
の
運
用
」『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究
』
一
六
―
二

―
―�
―
―
（
二
〇
一
八
ｂ
）「
国
冬
本
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る
使
役
と
尊

敬
の
サ
ス
―
サ
変
動
詞
ス
＋
助
動
詞
サ
ス
に
相
当
す
る
サ
ス
に
つ
い
て
」

『
言
語
の
研
究
』
四

―
―�

―
―
（
二
〇
一
九
ａ
）「
伝
西
行
筆
『
源
氏
物
語
』
竹
河
に
見
ら
れ
る
語
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法
小
考
」『
国
語
研
究
』
八
二

―
―�
―
―
（
二
〇
一
九
ｂ
）「
二
つ
の
伝
西
行
筆
『
源
氏
物
語
』
竹
河
の
仮
名

表
記
」『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究
』
一
七
―
二

田
島
毓
堂
編
（
一
九
九
四
）『
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
総
索
引
』
汲
古
書
院

築
島�

裕
（
一
九
七
四
）「
国
語
史
上
の
源
氏
物
語
」
阿
部
秋
生
編
『
源
氏
物
語

の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

松
村
明
編
（
一
九
六
九
）『
古
典
語
現
代
語
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
学
燈
社

―
―
―
―
（
一
九
七
一
）『
日
本
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院

森
野�

宗
明
（
一
九
五
七
）「
枕
草
子
に
お
け
る
「
む
ず
」（
む
と
す
）
を
め
ぐ
っ

て
」『
未
定
稿
』
四

山
口
明
穂
・
秋
本
守
英
編
（
二
〇
〇
一
）『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院

吉
沢
義
則
（
一
九
五
二
）『
対
校
源
氏
物
語
新
釈
』
平
凡
社

吉
田�

金
彦
（
一
九
六
二
）「
中
古
・
近
古
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
」・「
む
と
す
」

の
用
法
」『
国
語
と
国
文
学
』
三
九
―
三

渡
辺�

仁
作
（
一
九
七
三
）『
河
内
本
源
氏
物
語
語
彙
の
研
究
』
教
育
出
版
セ
ン

タ
ー

調
査
資
料

　

以
下
、
筆
頭
に
は
【
表
１
】
縦
軸
に
示
し
た
写
本
の
仮
称
を
記
し
て
あ
る
。

　
　

飯
島�

…
飯
島
本
（
書
芸
文
化
院
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
、『
飯
島
本
源
氏

物
語
』
笠
間
書
院
）

　
　

池
田�

…
池
田
本
（
天
理
図
書
館
蔵
、
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
源
氏
物

語
池
田
本
』
八
木
書
店
））

　
　

大
島
…
大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）

　
　

御
物�

…
御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
本
各
筆
源
氏
、『
御
物　

各
筆
源
氏
』

貴
重
本
刊
行
会
）

　
　

宮
内�

庁
為
家
…
宮
内
庁
為
家
本
〔
東
屋
〕（
宮
内
庁
書
陵
部
マ
イ
ク
ロ
収

集
資
料
五
〇
三
―
三
六
、
伝
二
条
為
定
写
一
冊
。
国
文
学
研
究
資
料

館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）（https://kotenseki.
nijl.ac.jp/biblio/100190265/view

er/9

）

　
　

国
冬�

…
伊
藤
鉄
也
・
岡
嶌
偉
久
子（
一
九
九
六
）「
国
冬
本
源
氏
物
語
１（
翻

刻　

桐
壺
・
帚
木
・
空
蟬
）
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

第
一
集
』

和
泉
書
院
。同（
一
九
九
八
）「
国
冬
本
源
氏
物
語
２（
翻
刻　

夕
顔
・

若
紫
・
末
摘
花
）
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

第
二
集
』
和
泉
書
院
、

同
（
二
〇
〇
〇
）「
国
冬
本
源
氏
物
語
３
（
翻
刻 

紅
葉
賀
・
花
宴
・

葵
）伊
井
春
樹
編『
本
文
研
究　

第
三
集
』和
泉
書
院
、同（
二
〇
〇
一
）

「
国
冬
本
源
氏
物
語
４
（
翻
刻 

賢
木
・
花
散
里
・
須
磨
・
明
石
）

伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

第
四
集
』
和
泉
書
院
、
同
（
二
〇
〇
二
）

「
国
冬
本
源
氏
物
語
５
（
翻
刻 

澪
標
・
蓬
生
・
関
屋
・
絵
合
・
松
風
・

薄
雲
）
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

第
四
集
』
和
泉
書
院
、
同

（
二
〇
〇
四
）「
国
冬
本
源
氏
物
語
６
（
翻
刻 

朝
顔
・
少
女
・
玉
鬘
・

初
音
・
胡
蝶
）
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

第
四
集
』
和
泉
書
院

　
　

湖�

月
抄
（
対
校
）
…
吉
沢
義
則
（
一
九
五
二
）『
対
校
源
氏
物
語
新
釈　

一
～
別
冊
二
』
平
凡
社

　
　

榊
原�

…
榊
原
家
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、『
源
氏
物
語　

榊
原
本
』

勉
誠
出
版
）

　
　

三
条�
西
（
宮
内
庁
）
…
三
条
西
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
原
色
版
青
表

紙
本
『
源
氏
物
語
』
新
典
社
）

　
　

三
条�

西
（
日
大
）
…
三
条
西
家
本
（
日
本
大
学
蔵
、『
日
本
大
学
蔵　

源

氏
物
語
』
八
木
書
店
）
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角
屋�

…
角
屋
本
〔
末
摘
花
〕（
角
屋
保
存
会
蔵
源
氏
物
語
末
摘
花
巻
、
加

藤
洋
介
（
二
〇
〇
九
）「
角
屋
保
存
会
蔵　

源
氏
物
語
末
摘
花
巻
―

解
題
と
影
印
・
翻
刻
―
」『
角
屋
研
究
』
一
八
）

　
　

静
嘉�
堂
為
氏
…
伝
二
条
為
氏
筆
〔
手
習
〕（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
源
氏
物
語
手

習
巻
、
財
団
法
人
静
嘉
堂
編
（
一
九
八
〇
）『
物
語
文
学
書
集
成　

第
二
編
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）』
雄
松
堂
書
店
）

　
　

尊
経�

閣
12
帖
為
家
…
伝
二
条
為
家
筆
〔
十
二
帖
（
桐
壺
・
蓬
生
・
松
風
・

朝
顔
・
常
夏
・
篝
火
・
真
木
柱
・
鈴
虫
・
御
法
・
匂
宮
・
紅
梅
・
橋

姫
）〕（
尊
経
閣
文
庫
３
４
３
―
２
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真

請
求
記
号
Ｅ
１
０
５
７
８
）

　
　

尊
経�

閣
伝
為
氏
…
伝
二
条
為
氏
筆
〔
一
帖
（
椎
本
）〕（
尊
経
閣
文
庫

３
４
３
―
３
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ

１
０
５
７
９
）

　
　

尊
経�

閣
６
帖
慈
寛
…
尊
経
閣
文
庫
六
帖〔
総
角（
伝
津
守
国
冬
筆
）・
東
屋
・

浮
舟
・
手
習
・
夢
浮
橋
（
伝
慈
寛
筆
）〕（
尊
経
閣
文
庫
３
４
３
―
５
、

国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ
１
０
５
８
１
）

　
　

尊
経�

閣
言
経
…
山
科
言
経
筆
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
３
４
３
―
６
、
国
文
学

研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ
１
０
５
８
２
）

　
　

高
松
宮
…
高
松
宮
家
蔵
本（『
高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
』臨
川
書
店
）

　
　

伝
為�

相
…
伝
為
相
筆
〔
真
木
柱
〕、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
源
氏
物
語

諸
本
集　

二
』
八
木
書
店
）

　
　

中
京�

大
河
内
…
大
島
河
内
本
（
中
京
大
学
図
書
館
蔵
・
貴
９
、
国
文
学
研

究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
請
求
記
号
２
９
９
―
３
―
１
）

　
　

天
理�

大
伝
西
行
…
伝
西
行
筆
〔
竹
河
〕（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
源
氏

物
語
諸
本
集　

二
』
八
木
書
店
）

　
　

天
理�

大
長
谷
場
旧
蔵
…
長
谷
場
純
敬
旧
蔵
本
〔
真
木
柱
〕（
天
理
図
書
館

善
本
叢
書
『
源
氏
物
語
諸
本
集　

二
』
八
木
書
店
）

　
　

中
山�

…
中
山
家
旧
蔵
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
、『
貴
重
典
籍
叢
書

　

文
学
篇
十
七
』
臨
川
書
店
）

　
　

ハ
ー�

バ
ー
ド
…
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
蔵
本
（『
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵

『
源
氏
物
語
』「
須
磨
」』新
典
社
・『
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵『
源

氏
物
語
』「
蜻
蛉
」』
新
典
社
）

　
　

尾
州�

…
尾
州
家
本
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
・
尾
州
家
旧
蔵
、『
尾
州
家
河
内
本

源
氏
物
語
』
八
木
書
店
）

　
　

伏
見
…
伏
見
天
皇
本
（
古
典
文
庫
）

　
　

蓬
左�

文
庫
実
時
…
蓬
左
文
庫
蔵
北
条
実
時
本
奥
書
本
（
蓬
左
文
庫
蔵

１
６
４
―
８
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ

１
５
９
９
）

　
　

保
坂
…
保
坂
本（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、『
保
坂
本
源
氏
物
語
』お
う
ふ
う
）

　
　

穂
久�

邇
…
穂
久
邇
文
庫
蔵
本
（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
『
源
氏
物
語
』

貴
重
本
刊
行
会
）

　
　

陽
明
…
陽
明
文
庫
本
（
陽
明
叢
書
『
源
氏
物
語
』
思
文
閣
出
版
）

　
　

歴
博�

…
高
松
宮
家
禁
裏
本
（
源
氏
物
語
帚
木
・
源
氏
物
語
手
習
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
蔵
、『
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
篇
十
八
』（
臨
川
書
店
）

　

以
下
は
調
査
し
た
が
ム
ズ
へ
の
異
同
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

阿
仏�

尼
本
（
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
阿
仏
尼
本　

は
ゝ
き
木
』
勉
誠

出
版
）

　
　

今
川�
了
俊
筆
空
蝉
巻
（
専
修
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊
）
専
修
大

学
出
版
局

　
　

伝
越�

部
局
筆
〔
松
風
〕（
蓬
左
文
庫
蔵
１
０
８
―
６
６
、
国
文
学
研
究
資
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料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ
１
４
４
１
）

　
　
『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語　

鎌
倉
期
諸
本
集　

一
』
八
木
書
店

　
　
『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語　

鎌
倉
期
諸
本
集　

二
』
八
木
書
店

　
　

伝
二�
条
為
氏
筆
〔
竹
河
〕
蓬
左
文
庫
蔵
１
０
８
―
６
４
、
国
文
学
研
究
資

料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ
１
４
４
２

　
　

伝
藤�

原
為
家
筆
〔
帚
木
〕（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
源
氏
物
語
諸
本
集

　

一
』
八
木
書
店
）

　
　

伝
藤�

原
為
家
筆
〔
浮
舟
〕（
蓬
左
文
庫
蔵
１
０
８
―
６
３
、
国
文
学
研
究

資
料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ
１
４
４
３
）

　
　

天
理�

大
学
蔵〔
夕
霧
〕（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書『
源
氏
物
語
諸
本
集　

二
』

八
木
書
店
）

　
　

蓬
左�

文
庫
蔵
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
所
蔵
鎌
倉
時
代
古
鈔
本
、『
源
氏
物
語
古

本
集
』
貴
重
本
刊
行
会
）

　
　

蓬
左�

文
庫
蔵
〔
総
角
〕（
蓬
左
文
庫
蔵
１
０
８
―
６
５
、
国
文
学
研
究
資

料
館
紙
焼
写
真
請
求
記
号
Ｅ
１
４
４
０
）

　
　

伝
明�

融
等
筆
本
（
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影

印
叢
書
『
源
氏
物
語
』
東
海
大
学
出
版
会
）

　
　

伝
冷�

泉
為
相
筆
〔
末
摘
花
〕（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
源
氏
物
語
諸
本

集　

一
』
八
木
書
店
）
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連番 （1） 2 3 （4） 5 （6） 7 （8） 9 （10） 11 （12） 13 14 （15） （16） （17） 18 19 （20） 21 （22） 23 24 25 26 27

大成
帚木 夕顔 夕顔 夕顔 若紫 若紫 末摘花 葵 葵 葵 賢木 須磨 須磨 澪標 澪標 澪標 松風 薄雲 玉鬘 玉鬘 常夏 真木柱 真木柱 真木柱 若菜上 若菜上 若菜上
58
⑨

135
④

140
⑪

141
⑫

157
⑪

158
③

230
⑦

290
⑪

292
⑨

314
⑨

377
④

412
⑥

434
⑤

483
⑭

499
⑥

504
①

584
②

623
⑪

729
⑭

744
⑨

846
③

946
⑩

954
⑭

966
⑦

1026
②

1027
⑩

1098
②

大成本文 ム ベシ ムズ ナドス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ノタマ
ハスル ムトス ムトス 対面ハト申

シタマフ ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス 心ツク
サスル ムズ ムトス ムトス ム ムトス ～ズモ

ヤト
スギハ
テヌル

位置 会話 会話 会話 地 会話 和歌 会話 会話 地 手紙 心内 会話 会話 会話 草子 地 心内 心内 心内 会話 会話 心内 心内 手紙 心内 草子 心内

阿里莫 別 別 別 別 別

飯島 河 別 河 別 別

池田 青

一条兼良奥書 ― 河 河 ― ― ― 河 ― ― ―

岩国吉川家 河 河 河

大島 青 青
と補 青

御物 別 別 別 別 別 別 青

宮内庁為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

国冬 別
湖月抄
（対校）

榊原 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
三条西

（宮内庁）
別
と補 青

三条西
（日大）

青
と補 青

七毫 河 河 河 河 ― ― ―

肖柏 青 青

角屋 ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尊経閣・６帖
慈寛 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
言経 ― ― 別

高松宮 河 河 河 河 河

伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―

鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大
河内 河 河 河 河 河 河 河
天理大
河内 河 河 河 河
天理大
伝西行 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大

長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―

桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中山 ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尾州 河 河 河
と見消 河 河

平瀬 河

伏見 青
蓬左文庫
実時 河 河 河

と見消 河 河

鳳来寺 河 河 河 ― ― ― ― 河

保坂 青 別

穂久邇 青 青 青 別 青

麦生 ― ― ― 別 別
と補 ― ― ―

陽明 別 別 別 青 別 別 別

横山 青
と補 青

歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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【表１　諸写本に見られるムズ】（前半）
連番 （1） 2 3 （4） 5 （6） 7 （8） 9 （10） 11 （12） 13 14 （15） （16） （17） 18 19 （20） 21 （22） 23 24 25 26 27

大成
帚木 夕顔 夕顔 夕顔 若紫 若紫 末摘花 葵 葵 葵 賢木 須磨 須磨 澪標 澪標 澪標 松風 薄雲 玉鬘 玉鬘 常夏 真木柱 真木柱 真木柱 若菜上 若菜上 若菜上
58
⑨

135
④

140
⑪

141
⑫

157
⑪

158
③

230
⑦

290
⑪

292
⑨

314
⑨

377
④

412
⑥

434
⑤

483
⑭

499
⑥

504
①

584
②

623
⑪

729
⑭

744
⑨

846
③

946
⑩

954
⑭

966
⑦

1026
②

1027
⑩

1098
②

大成本文 ム ベシ ムズ ナドス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ノタマ
ハスル ムトス ムトス 対面ハト申

シタマフ ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス 心ツク
サスル ムズ ムトス ムトス ム ムトス ～ズモ

ヤト
スギハ
テヌル

位置 会話 会話 会話 地 会話 和歌 会話 会話 地 手紙 心内 会話 会話 会話 草子 地 心内 心内 心内 会話 会話 心内 心内 手紙 心内 草子 心内

阿里莫 別 別 別 別 別

飯島 河 別 河 別 別

池田 青

一条兼良奥書 ― 河 河 ― ― ― 河 ― ― ―

岩国吉川家 河 河 河

大島 青 青
と補 青

御物 別 別 別 別 別 別 青

宮内庁為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

国冬 別
湖月抄
（対校）

榊原 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
三条西
（宮内庁）

別
と補 青

三条西
（日大）

青
と補 青

七毫 河 河 河 河 ― ― ―

肖柏 青 青

角屋 ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尊経閣・６帖
慈寛 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
言経 ― ― 別

高松宮 河 河 河 河 河

伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―

鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大
河内 河 河 河 河 河 河 河
天理大
河内 河 河 河 河
天理大
伝西行 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大
長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―

桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中山 ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尾州 河 河 河
と見消 河 河

平瀬 河

伏見 青
蓬左文庫
実時 河 河 河

と見消 河 河

鳳来寺 河 河 河 ― ― ― ― 河

保坂 青 別

穂久邇 青 青 青 別 青

麦生 ― ― ― 別 別
と補 ― ― ―

陽明 別 別 別 青 別 別 別

横山 青
と補 青

歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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連番 （28） 29 （30） 31 32 33 34 35 36 37 （38） 39 40 41 42 （43） 44 45 46 47 48 49 （50） 51 52 53

大成
夕霧 夕霧 幻 竹河 椎本 椎本 総角 総角 宿木 宿木 東屋 東屋 東屋 東屋 浮舟 浮舟 浮舟 浮舟 浮舟 蜻蛉 蜻蛉 手習 手習 手習 手習 夢浮橋
1341
⑥

1363
⑬

1404
⑩

1488
⑧

1570
③

1571
⑨

1660
⑤

1660
⑨

1713
⑥

1734
⑧

1799
⑪

1826
⑦

1849
⑬

1850
⑨

1863
①

1874
⑭

1880
⑪

1882
⑥

1919
⑤

1966
④

1970
⑪

1993
⑪

2003
⑪

2019
⑬

2025
⑨

2070
④

大成本文 ベシ ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムズ ムトス

位置 会話 会話 心内 会話 会話 会話 心内 会話 会話 心内 会話 心内 心内 心内 会話 会話 会話 心内 心内 心内 会話 会話 心内 会話 心内 会話

阿里莫 別

飯島

池田 別 別 別

一条兼良奥書 ― ― ― ― ― ― ― 河 ― ― ―

岩国吉川家 河

大島 ― ― ― ― ― 青

御物 河 河 河

宮内庁為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

国冬 別 別 別 別 別 別 別
湖月抄
（対校） 〇

榊原 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ― ― 青 青
三条西

（宮内庁）
青
と補 青 青

三条西
（日大） ― ― 青 青

とイ

七毫 河 河

肖柏 青

角屋 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ―

尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尊経閣・６帖
慈寛 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 河
尊経閣
言経

別
と補

別
と補

別
と補

高松宮 河 河 河 河 河 河

伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大
河内 河 河 河
天理大
河内
天理大
伝西行 ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大

長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― 別 ― ― 別

中山 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ―

尾州

平瀬 ― 別

伏見 青 河 青 青
蓬左文庫
実時

河
と補

鳳来寺

保坂 ― ― ― ― ― 別 別

穂久邇 青 青

麦生 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ―

陽明 別 別 別
と見消 別

横山 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ―
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【表１　諸写本に見られるムズ】（後半）
連番 （28） 29 （30） 31 32 33 34 35 36 37 （38） 39 40 41 42 （43） 44 45 46 47 48 49 （50） 51 52 53

大成
夕霧 夕霧 幻 竹河 椎本 椎本 総角 総角 宿木 宿木 東屋 東屋 東屋 東屋 浮舟 浮舟 浮舟 浮舟 浮舟 蜻蛉 蜻蛉 手習 手習 手習 手習 夢浮橋
1341
⑥

1363
⑬

1404
⑩

1488
⑧

1570
③

1571
⑨

1660
⑤

1660
⑨

1713
⑥

1734
⑧

1799
⑪

1826
⑦

1849
⑬

1850
⑨

1863
①

1874
⑭

1880
⑪

1882
⑥

1919
⑤

1966
④

1970
⑪

1993
⑪

2003
⑪

2019
⑬

2025
⑨

2070
④

大成本文 ベシ ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムズ ムトス

位置 会話 会話 心内 会話 会話 会話 心内 会話 会話 心内 会話 心内 心内 心内 会話 会話 会話 心内 心内 心内 会話 会話 心内 会話 心内 会話

阿里莫 別

飯島

池田 別 別 別

一条兼良奥書 ― ― ― ― ― ― ― 河 ― ― ―

岩国吉川家 河

大島 ― ― ― ― ― 青

御物 河 河 河

宮内庁為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

国冬 別 別 別 別 別 別 別
湖月抄
（対校） 〇

榊原 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ― ― 青 青
三条西
（宮内庁）

青
と補 青 青

三条西
（日大） ― ― 青 青

とイ

七毫 河 河

肖柏 青

角屋 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ―

尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

尊経閣・６帖
慈寛 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 河
尊経閣
言経

別
と補

別
と補

別
と補

高松宮 河 河 河 河 河 河

伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大
河内 河 河 河
天理大
河内
天理大
伝西行 ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大
長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― 別 ― ― 別

中山 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ―

尾州

平瀬 ― 別

伏見 青 河 青 青
蓬左文庫
実時

河
と補

鳳来寺

保坂 ― ― ― ― ― 別 別

穂久邇 青 青

麦生 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ―

陽明 別 別 別
と見消 別

横山 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ―
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謝
辞

　
�

資
料
の
翻
刻
の
掲
載
を
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
中
京
大
学
名
古
屋
図
書
館
に
記

し
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
本
誌
査
読
委
員
の

方
々
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

付
記

　

�

本
稿
は
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

（
基
盤
研
究
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
課
題
「『
源
氏
物
語
』
写
本
と
の
比
較
か
ら

見
た
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
日
本
語
学
的
研
究
」（
課
題
番
号

16K
02731

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
た
け
べ
・
あ
ゆ
み　

静
岡
県
立
大
学
）


